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と
い
え
よ
う
。 ご

包
頭
含
口

ー
国
会
議
員
“
人
口
学
II

の
展
開
ー

第
四
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
貝
代
表
者
会
議
」
（
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
）
は
‘
童
要
な
意
義
を
も
っ
た
会
議
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
‘
一
言
で
い
え

ば
人
口
•
開
発
に
関
す
る
体
系
的
な
認
識
が
定
済
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
‘
次
の
よ
う
な
多
く
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

第
一
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
国
際
的
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
国
内
移
住
開
発

政
策
へ
の
関
心
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
に
お
け
る
最
大
の
関
心
事
で
も
あ
る
人
口
増
加

抑
制
政
策
と
な
ら
ん
で
、
人
口
分
布
の
均
衝
化
と
地
域
開
発
の
た
め
の
計
画
的
再

移
住
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
重
要
な
政
策
的
関
心
事
と
し
て
理
解
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
す
で
に
今
ま
で
の
会
議
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
マ
ル
ト
ノ
大
臣
に
よ
る
同

国
の
ジ
ャ
ワ
島
か
ら
外
領
へ
の
壮
大
な
人
口
移
住
政
策
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
日

本

側

(
A
P
D
A
)
と
の
共
同
調
査
研
究
も
行
わ
れ
て
き
た
。

第
二
は
‘
こ
の
会
議
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
新
し
い
提
案
が
で
き
た
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
は
特
定
の
検
討
課
題
を
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
て
お
い
て
、
そ
れ
を
中
心

に
報
告
‘
審
議
を
行
な
う
と
い
っ
た
方
法
で
あ
る
。
問
題
意
識
を
明
確
に
す
る
と

い
っ
た
意
味
で
極
め
て
望
ま
し
い
方
向
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
国
会

議
員
の
人
口
•
開
発
に
関
す
る
認
識
に
つ
い
て
の
注
目
す
べ
き
前
進
で
あ
る
。

第
三
は
、
国
会
議
員
の
間
に
顔
見
知
り
が
ふ
え
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
会
議
運
営

L
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

A
P
D
A
の
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
の
成
果
で
あ
る

第
四
は
‘

ア
ジ
ア
国
会
議
貝
の
人
口
に
対
す
る
政
策
的
関
心
は
、
当
初
予
想
以

上
し
た
以
上
に
急
速
に
増
大
、
定
着
し
て
き
た
こ
と
、
そ
れ
は
国
会
議
貝
＂
人
口

学

“

成

立

を

期

待

せ

し

め

る

も

の

で

あ

る

。

（

黒

田

レ

俊
夫
）

ー



開会式に出 席 し た 各 国 代 表

開会式＝マレーシア国会議事堂会議場

（右から、パダウィ・マレーシア人口懇会長、田中龍夫 ・A

PDA理事長、ザヒール・マレーシア国下院議長、胡克実・

AF  PP D副議長、 Jシン UNFPA広報・渉外局長）
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日
本
大
学
人
口

査
」
（
黒
田
俊
夫
・

で

実

施

し

た

「
中
国
の
人
口

•
開
発
基
礎
調

本
協
会
が
中
国

会
議
で
は
、

し
て
開
か
れ
た
。

七
十
名
が
参
加

マ
レ
ー
シ
ア
で

四
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」

二

月

二

会
議
事
堂
会
議

ィ
フ
ィ
ッ
ク
ホ

の
国
会
議
員
代

表
と
関
係
者
約

ジ
ア
十
ニ
ヵ
国

ル
ー
ム

B
に
ア

丁
ル
・
ポ
ー
ル

場
と
パ
ン
パ
シ

十
九
日
か
ら
二
日
間
、

マ
レ
ー
シ
ア
国
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、

マ
レ
ー
シ
ア
人
口
•
資
源
•
開
発
議
員
連
盟
の
共
催
で
、

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)主
催
の

充

実

し

た

成

果

熱
心
な
討
論
と
意
見
交
換
で

国 ま
、

~1 「
第
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●
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韓

国

●
イ
ン
ド

郡 江
天
水

●

中

国

B
.
J
・
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク

、
‘
‘
、
¥
^
‘
/
、会

（
議
貝
）

議I

（
議
員
）

参

加

者

（
本
会
議
議
事
録
は
別
途
、

刊
行
い
た
し
ま
す
）

調
査
」
（
濱
下
武
志
•
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
助
教
授
）
、

イ
・
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
研
究
所
所
長
）
、

ガ
ン
大
学
教
授
）

議
が
行
わ
れ
た
。

の
各
報
告
と
、

ス
ラ
イ
ド

「
日
本
の
人
口
移
動
と
経
済
発
展
」
（
本
協
会

さ
れ
、
参
加
者
の
熱
心
な
討
論
、

た
成
果
を
あ
げ
た
。

•
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

胡
克
実
（
議
貝

•
A
F
P
P
D

副
議
長
）

（
全
人
代
人
日
組
組
長
）

平
（
全
人
代
人
口
組
副
組
長
）

プ
タ

J
.
R
・
ク

K
.
J
・
ド
ン
ク

（
元
労
働
大
臣
）

,.,,,,,,,,,,,,,.,.,,,,,,,,,,'.,,,,,,,,,,,,'' 

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
充
実
し

さ
ら
に
、

各
国
議
員
代
表
か
ら
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
が
発
表

制
作
）
が
上
映
さ
れ
、

ホ
唆
に
富
む
内
容
が
好
評
で
あ
っ
た
。

一
方
、

問
題
提
起
が
あ
り
、
熱
心
な
討

‘ら

「
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
口
と
農
業
政
策
」

(
G
.
D
・
ネ
ス
・
ミ
シ

と
農
村
開
発
」
「

K
・
カ
チ
ャ
・
農
業
大
学
副
総
長
）
、
ま
た
米
国
か

「

マ

レ

ー

シ

ア

ー

農

業

て
、
「
マ
レ
ー
シ
ア
ー
都
市
化
・
人
口
移
動
・
開
発
」

(
K
・
サ
レ

本
の
人
口
と
農
業
開
発
」
（
黒
田
俊
夫
•
前
出
）
、
開
催
国
を
代
表
し

研
究
所
名
誉
所
長
）
、

「
日

「
中
国
の
農
村
人
口
と
農
業
開
発
に
関
す
る
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貝

M
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T
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ル

（
議
貝
） （

議
貝
）

A

.

R
・
ベ
ィ
カ
ー

（
議
貝
）

N
・
M
 
ハ
ッ
サ
ン

（
議
貝
）

M

・
ザ
カ
リ
ア

（
議
貝
）

z
.
A
・
ジ
ン

（
議
貝
）

（
議
貝
）

G

・
タ
ャ
ラ

チ
ュ
ム
サ
イ

•
H

●
マ
レ
ー
シ
ア

(
A
F
P
P
D
副
議
長
）

p
.
H
.
R
・
オ
ス
マ
ン

A

.

H
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム

I
.
M
・
サ
イ
ド
（
議
貝
）

s
.
s
.
 ス
ブ
ラ
マ
ニ
ア
ム

C

.

J
・
メ
ン

（
マ
レ
ー
シ
ア
国
下
院
議
長
）

（
前
運
輸
大
臣
・

A
F
P
P
D
副
事
務
総
長
）

A
.
H
.
A
・
バ
ダ
ウ
ィ

（
議
員
）

プ
ラ
ソ
ッ
プ

•
R

●

タ

イ

（
議
貝
）

●
シ
リ
ア

R

・
ア
タ
パ
ト

p
.
B
・
シ
ャ
ヒ

●
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

S

・
デ
ィ
ビ
ス

S

・
サ
ニ
フ

●
ス
リ
ラ
ン
カ

（
厚
生
大
臣
）

（
議
貝

●
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル

（
議
貝
）

（
議
貝
）

（
人
ロ
・
資
源
•
開
発
議
貝
連
盟
会
長
）

................ ・・・・・・................................... ・・・・・・・・..... ・・・・・・・・・・・・・・・・... 
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．
濱
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京
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東
洋
ゎ

1
j

.

G

,

D

'

ネ
ス
（
ミ
シ
ガ
ン
上

[

K

・
サ
レ
イ
（
マ
レ
ー
シ
ア
奴

I
j

ぃ

[

K

・
カ
チ
ャ
（
農
薬
大
学
副
孤

ぃ
オ
プ
ザ
ー
バ
ー

ぃ
●
国
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A

[

J

'

シ
ン
（
広
報
・
渉
外
局
戸

ぃ
安
藤
博
文
（
企
画
調
整
室
次
〗

ぃ
●
国
際
家
族
計
画
連
盟

(
l
p
n

．

ト

ー

マ

ス

・

ウ

ン

グ

（

本

部

X

m

.

▼

．▼
 

i

●
国
際
人
口
計
画
管
理
協
議
会
/
(
（
ー
］
j

ぃ

M

・
サ
タ
ー
ル
（
事
務
玲
い
・
・
・
く
ノ

ぃい

i

ー
本
側
参
加
議
員

ぃ
田
中
龍
夫
（
衆
•
自
民
）

・▼
 

[

林

寛

f
（
参
・
自
民
）

•
石
井
―
二
（
参
•
自
民
）

]

坂

上

富

男

（

衆

・

社

会

）

[
有
島
重
武
（
衆
•
公
叫

•
1

ュ
1
,
ヘ
ゴ
1千
ヨ
I
,
,
,
,
,I
 
,
C
 9
9

1

し

t

▲いい

i
‘

........................................i 

_-―

ỳ-t二

{
/
1ス
'
-
f
ネ

有
島
重
武

G
•
D

・
ネ
ス

K

・
サ
レ
イ
（
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
研
究
所
所
更
ノ

K

・
カ
チ
ャ

J

・
シ
ン

●
国
際
家
族
計
画
連
盟

ト
ー
マ
ス
・
ウ
ン
ク

●
国
際
人
口
計
画
管
理
協
議
会

[

r

'

）

4
)
ノ

寛

f
（
参
・
自
民
）

石
井
―
二

坂
上
富
男

林 田
中
龍
夫

(
I
P
P
F
)
 

（
本
部
理
事
会
議
長
）

（
事
務
絆
—
j

（
衆
•
自
民
）

（
参
•
自
民
）

（
衆
・
社
会
）

（
衆
•
公
明
j

f
本
側
参
加
議
員

M

・
サ
タ
ー
ル

安
藤
博
文

（
企
画
調
整
室
次
長

●
国
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)

オ
プ
ザ
ー
バ
ー

（
日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
）

（
ミ
シ
ガ
ン
大
学
教
授
）

（
農
薬
大
学
副
総
長
）

（
広
報
・
渉
外
局
長
）

濱
下
武
志
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
助
教
碑
人
／

黒
田
悛
夫

O

専
門
家
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が
北
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が

そ
の
折
に
も
、
国
会
議
員
に
よ
る
各
国
状
況
に

昨
年
九
月
に

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に

一
九
八
二
年
当
財
団
の
設
立
以
来
、
多
大
な
る
ご
指
導
と

ま
し
た
が
、

早
い
も
の
で
今
回
で
第
四
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

議
貝 ご

列
席
の
皆
様
、
「
第
四
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
貝
代
表
者
会

他
『
資
源
・
人
口
•
開
発
議
貝
連
盟
』
各
位
の
皆
様
に
‘
主
催
団
体
で
あ
る
ア
ジ

ア
人
口
•
開
発
協
会
を
代
表
し
て
、

心
か
ら
の
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
公
務
ご
多
用
の
中
を
ご
参
躯
頂
き
ま
し
た
、
国
会

専
門
家
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
も
、

カ
の
賜
物
と
‘

あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
貝
活
動
の
一
助
に
な
れ
ば
と
‘

こ
の
会
議
を
一
九
八
五
年
に
企
画
し
て
以
米
‘

I
舟
年
一
度
づ
つ
開
催
し
て
ま
い
り

ご
支
援
を
頂
い
て
苔
た

U
N
F
P
A
な
ら
び
に

I
P
P
F
は
じ
め
皆
々
様
の
御
協

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
二
回
大
会

ま
た

催
団
体
と
し
て
格
別
の
ご
配
慮

ご
指
導
を
賜
わ
り
ま
し
た

マ
レ
ー
シ
ア

ア
ブ
ド
ゥ
ラ
会
長

国
の
ザ
ヒ
ー
ル
国
会
議
長
は
じ
め
‘
政
府
、
国
会
の
関
係
者
の
方
々
ま
た
特
に
共

議
」
を
開
催
す
る
に
あ
た
り

大
へ
ん
な
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
‘

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会

理
事
長
田
中
龍
夫
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み
に
完
結
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ

こ
と

『
人
口
』

に
係
る
諸
問
題
に
関
し
て
は
‘

一
国
単
位
、

我
々
政
治
家
は
、
地
球
と
い
う
こ
の

と
い
う
こ
と
を
実
現
す
る
為
に
一
層
の
努
力
を
傾
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
国
の
た
め
に
我
々
政
治
家
が
努
力
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

地
域
単
位
の

人
口
三

0
億
人
を
契
機
に

こ
の

『
今
世
紀
末
に
は
一
％
の
人
口
増
加
率
を
』

確
認
し
た
わ
け
で
す
。

再
確
認
し
‘

昨
年
九
月
の
北
京
で
開
催
し
た

で
も
、
重
ね
て
再

口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
一
回
大
会
」

を
宜
言
文
の
中
に
含
め
ま
し
た
。

ニ
ュ
デ
リ
ー
で
の

「
人

と
い
う
こ
と

関
す
る
会
議
を
他
地
域
に
先
駆
け
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
折
に
は
、
西
暦

我
々
は
、

な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

策
が
他
の
地
域
に
比
較
し
て
進
ん
で
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
誠
に
ご
同
慶
に
た
え

ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
人
口
問
題
に
対
す
る
対
応
・
対

直
接
つ
な
が
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ア
ジ
ア
の
人
口
問
題
解
決
が
世
界
の
人
口
問
題
解
決
に

ご
高
承
の
と
お
り
、
人
口
問
題
は
決
し
て
ア
ジ
ア
の
み
に
存
在
す
る
も
の
で
は

問
題
解
決
の
た
め
に
今
後
い
か
な
る
対
応
、

政
策
を
施
し
て
い
く
べ
き
な
の
か

三

0
億
人
を
抱
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

こ
の
時
に
当
た
り
、
『
人
口
と
開
発
』

来
年
一
九
八
九
年
四
月
に
は
‘

ア
ジ
ア
に
お
い
て
世
界
人
口
の
約
六

0
％
近
い

あ
り
ま
す
。

当
財
団
が
開
催
し
て
参
り
ま
し
た

性
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

関
す
る
情
報
交
換
等
、

我
々
は
具
体
的
に
且
つ
実
践
的
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

あ
り
ま
せ
ん
。

皆
様
の
努
力
の
お
蔭
で
、

こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、

一
九
八
一
年
に
北
京
で
ア
ジ
ア
の
国
会
議
貝
に
よ
る
人
口
と
開
発
に

二

0
0

0
年
ま
で
に
、
『
ア
ジ
ア
の
人
口
増
加
率
を
一
％
に
抑
え
る
』

そ
の
後
一
九
八
四
年
、

「
第
二
回
大
会
」

で
も
そ
の
こ
と
を

こ
の

「
会
議
」

は
正
に
そ
の
為
の
も
の
で

ア
ジ
ア
諸
国
間
で
の
具
体
的
な
意
見
交
換
・
討
議
の
必
要

-8-



あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
様
、

ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

由
か
つ
充
分
な
討
議
を
行
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
主
催
者
と
し
て
こ
の
上
な
い
喜

平
和
と
明
る
い
未
来
感
を
も
た
ら
す
為
に
‘

地
球
人
類
的
視
野
に
立
っ
て
の
、

自

の
人
々
の
生
活
水
準
を
よ
り
向
上
さ
せ
る
為
に
‘

そ
こ
に
生
活
す
る
人
々
の
心
に

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
‘

我
々
ア
ジ
ア
人
の

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

験
‘
情
報
が
皆
様
の
ご
参
考
に
な
る
の
で
あ
れ
ば

喜
ん
で
最
大
限
の
ご
協
力
を

の
た
め
に
大
へ
ん
な
努
力
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

人
口
転
換
に
つ
い
て
は
、
各
国
に
お
い
て
も
そ
の
達
成

例
え
ば
私
の
国
日
本
で
は
‘
戦
後
幸
運
に
も
経
済
成
長
と
人
口
転
換
を
達
成
す

と
は
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
と
考
え
ま
す
。

の
情
報
交
換
‘

実
践
的
な
‘

そ
し
て
各
々
に
と
っ
て
有
意
義
な
情
報
を
、
互
い
に
見
出
し
あ
う
こ

ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

相
互
協
力
の
精
神
の
下
に
、

各
国
各
々
が

「
道
」
を
探
し
出
す
大

異
な
る
生
活
条
件
と
異
な
る
経
験
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

的
に
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
達
し
て
い
る
現
在
で
あ
り
ま
す
が
、

各
国
の
経
験

こ
と
に
人
口
等
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
問
題
に
関
し
て
の
情
報
交
換
は

私
ど
も
日
本
の
経

そ
し
て
全
世
界

き
な
責
任
が
あ
り
ま
す
。

し
い
生
命
、

子
孫
達
に
明
る
い
未
来
を
約
束
し
て
あ
げ
る

世
界

星
に
生
活
す
る
全
て
の
人
々
と
、
そ
し
て
今
日
こ
の
瞬
間
に
も
生
ま
れ
て
い
る
新

-9-



目
さ
れ
、
福
田
元
総
理

貝
連
盟
か
設
立
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
議
は
趙
紫
陽
首
相
に
よ
り
開
会
が
宜

こ
の
う
ち
十
八
ケ
国
で
は
人
口
と
開
発
に
つ
い
て
の
議

り
ま
し
た
。

て
御
挨
拶
さ
せ
て
頂
苔
ま
す
。

は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
口
•
開
発
計
画
の
分
野
で
多
く
を
達
成
し
て
き
ま
し
た
。

「
協
会
」

こ
と
で
す
。

「
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

人
口
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム

胡

克

実（
中
国
代
表
）

(
A
F
P
P
D
)
を
代
表
し

ア
ジ
ア
は
平
和
と
開
発
と
い
う
重
大
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、

ア
諸
国
が
平
和
と
安
定
の
う
ち
に
繁
栄
を
達
成
し
て
い
く
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

ロ
増
加
の
傾
向
が
引
き
続
き
み
ら
れ
ま
す
。
新
た
な
ベ
ビ
ー
・
プ
ー
ム
と
経
済
発

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

国
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)

「
議
貝
フ
ォ
ー

二
度
に
わ
た
っ
て
北
京
で
会
議
を
開
い
た
こ
の
六
年
間
に
は
大
き
な
変
化
が
あ

昨
年
の
会
議
に
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
二
十
三
国
か
ら
国
会
議
貝

の
出
席
を
得
ま
し
た
し
‘

サ
テ
ィ
ク
国
連
人
口
基
金
事
務
局
長
の
出
席
を
得
ま
し

デ
リ
ー
で
、
ま
た
‘
昨
年
九
月
に
は
北
京
で
会
議
を
行
っ
た
次
第
で
す
。

ラ
ム
」
を
設
立
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

一
九
八
四
年
に
は
ニ
ュ
ー

ア
国
会
議
貝
会
議
を
一
九
八
一
年
に
北
京
で
開
催
し
、
翌
年
に
は

こ
の
基
金
の
支
援
に
よ
り
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ

人
口
と
開
発
の
問
題
に
つ
き

の
協
力
に
感

展
に
と
も
な
う
都
市
化
の
間
題
は
深
刻
な
試
練
で
す
。

げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

各
国
で
人
口
抑
制
策
が
執
ら
れ
て
い
ま
す
か

過
度
の
人

は
恨
界
人
口
の

6
割
を
占
め
て
お
り

過
度
な
人
口
増
加
の
故
に
経
済
発
展
が
妨

ア
ジ
ア
諸
国
に
は
発
展
の
た
め
の
大
ぎ
な
潜
在
的
能
力
が
あ
り
ま
す
が

ア
ジ
ア

中
国
は
ア
ジ

と

が
友
好
協
力
関
係
に
あ
る
こ
と
も
喜
ば
し
い

会
議
を
始
め
有
益
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

設
立
以
来
五
年
に
な
り
、
「
協
会
」

ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)
は
こ
の

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム 副

議
長
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を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

人
口
と
開
発
と

貝
の
間
で
人
口
間
題
に
つ
い
て
の
研
究
と
開
発

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
‘
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
会
議

民
を
よ
り
理
解
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

皆
様
方
の
当
地
滞
在
は
短
い
も
の
で
は
あ
り
ま
す
か

皆
様
を
御
迎
え
す
る
こ
と
が
で
ぎ
光
栄
で
す
。

心
か
ら
歓
迎
申
し
上
げ
ま
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
国

下
院
議
長

モ
ハ
メ
ッ
ド
・
ザ
ヒ
ー
ル

大
き
な
成
果
を
実
現
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

し
て
く
れ
ま
し
た
。

更
に
国
際
機
関
の
支
援
を
得
て
、
更
に

的
支
援
を
約
束
し
て
頂
い
た
次
第
で
す
。

言
を
デ
ク
エ
ヤ
ル
国
連
事
務
総
長
に
提
示
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
す
る
全
面

会
議
の
後
、

て
い
ま
す
。

北
京
宣
言
で
は
今
年
ア
ジ
ア
人
口

U
N
F
P
A
が
世
界
人
口
に
つ
い
て

「
五

0
億
人
の
日
」
を
銘
記
し
た
よ
う
に
‘

ま
す
。

撲
滅
と
い
っ
た
厘
要
な
課
題
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た

は

女
性
の
地
位
の
向
上

活
動
計
画
に
つ
い
て
は

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ。i
 
こ
こ
で
は

「
北
京
宜
言
」

「
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

幼
児
と
母
体
の
死
亡
率
の
低
下
、

ま
た
、
執
行
委
貝

環
境
保
護
と
貧
困

制
目
標
と
し
て
二

0
0
0
年
ま
で
に
一
％
以
下
と
す
る
こ
と
も
触
れ
ら
れ
て
お
り

一
九
八
八
年
に
は
ア
ジ
ア
の
人
口
が
三

0
億
人
に
な
る
日
が
訪
れ
ま
す
。

「
三

0
億
人
の

H
」
を
銘
記
す
る
こ
と
を
訴
え

何
人
か
の
皆
様
と
と
も
に
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
に
出
張
し
、
北
京
宣

国
会
議
貝
や
政
府
、

国
連
開
発
計
画
や
世
銀
も
支
援
を
約
束

マ
レ
ー
シ
ア
の
国
家
と
国

経
験
の
交
換
を
促
進
す
る
こ
と

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
‘

が
会
議
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

の
規
約
が
承
認
さ
れ
、

昨
年

人
口
増
加
の
抑

こ
れ
に
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こ
の
機
会
を
与
え
て
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ

こ
こ
に

わ
れ
わ
れ
の
英
知

「
第
四
回
人
口
と

つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

を
次
の
世
代
に
つ
な
ぎ
た
く
存
じ
ま
す
。

国
家
繁
栄
の
た
め
に
理
解
増
進
を
図
ろ

問
題
が
討
議
さ
れ
ま
す
。

自
由
活
発
な
意
見
交
換
を
通
じ
て

こ
の
会
議
で
は
‘

わ
れ
わ
れ
全
体
の
安
定
と
協
力
の
方
途
を
決
定
す
る
よ
う
な

い
て
は

こ
の
こ
と
も
念
頭
に
お
い
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
努
力
な
く
し
て
は
‘

人
口
対
策
は
完
全
な
も
の
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

討
議
に
お

祉
水
準
の
向
上
と
い
う
こ
と
に
思
い
を
至
ら
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

方
法
は
家
族
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

害
す
る
も
の
で
す
。

麻
薬
撲
滅
に
は
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ

、。

ょ
う
カ

麻
薬
の
使
用
は
長
い
歴
史
の
産
物
で
す
が

子
供
が
麻
薬
に
走
る
こ
と
は
少
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し

国
家
と
国
民
の
発
展
を
阻

い
や
り
が
あ
れ
ば
、

家
族
間
に
暖
か
い
思

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
麻
薬
撲
滅
に
力
を
入
れ
て
ぎ
て
お
り

そ
の
た
め
の
最
良
の

の
二
日
に
わ
た
る
討
議
に
お
い
て
は
‘

そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
け
る
生
活
水
準
と
福

は
い
ず
れ
も
自
国
の
人
展
開
発
政
策
の
改
善
に
つ
き
責
任
を
も
つ
人
々
で
す
。

こ

文
化
‘
杜
会
、

経
済
‘

政
治
の
諸
側
面
に
関
係
す
る
も
の
で
す
。

本
日
の
出
席
者

育
の
提
供
と
い
う
こ
と
に
留
ど
ま
ら
ず

国
家
全
体
の
命
運
を
決
定
す
る
よ
う
な

因
で
す
。

人
口
問
題
は
、
単
に
幼
児
死
亡
率
の
低
下

適
切
な
雇
用
、
充
分
な
教

い
か
な
る
国
に
と
っ
て
も
、

人
的
資
源
こ
そ
が
開
発
の
た
め
に
も
重
要
な
要
要

を
向
け
る
行
事
で
あ
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
る
次
第
で
す
。

の
計
画
が
人
口
問
題
の
意
味
と
対
処
の
緊
急
性
に
人
々
の
目

る
人
々
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
年
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
今
年
の

一人

昨
年
九
月
に
北
京
で
開
か
れ
た
第
二
回
会
議
に
お
い
て
、
多
く
の
決
議
が
採
択

さ
れ
た
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

――
1
0
億
人
の
日
」

い
う
末
広
が
り
が
二
つ
重
な
る
こ
の
繁
栄
の
年
に
子
供
を
産
み
た
い
と
考
え
て
い

口
三

0
億
人
の
日
」

の
」
龍
の
年
で
あ
り
、

ア
ジ
ア
諸
国
の
、
特
に
中
国
系
住
民
の
間
で
は
‘
八
八
と

に
私
は
大
ぎ
な
関
心
を
も
っ
て
い
ま
す
。

-
J
L
八
八
年
は

ゴ

火

こ
の
う
ち
特
に
、
本
年
に
設
定
さ
れ
た

「
人
口

の
相
互
関
連
性
に
対
す
る
理
解
も
深
め
ら
れ
ま
す
。
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▲久し振りの懐かしい顔に話がはずむひととき A 各国代表議員（マレーシア国会議事堂で）

御
成
功
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
貝
代
表
者
会
議
」

唸

ヽ

" 
f鼻r,, 

和やかな各国代表との交歓風景（右、田中
APDA理事長）

A 中平• 駐マレーシア大使淘と歓談する田中・
APDA理事長（左は田中理事長夫人）

の
開
会
を
宜
し
ま
す
。

会
議
の
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な
発
展
を
示
し
て
い
る
。

五
％

一
九
八
四
年
に
は

九
％

こ
れ

一
九
八
五
年
に
は
三
六
•
六
％
と
急
速

一
九
八
三
年
に
は

る。

.
』

中
国
に
お
け
る
今
日
の
新
し
い
重
大
な
課
題
の
一
っ
は
‘

人
口
の
都
市
化
で
あ

一
九
七
八
年
の
生
産
責
任
制
を
中
心
と
す
る
新
経
済
体
制
の
実
施
は
‘
非
農

業
従
事
者
の
増
大
を
も
た
ら
し
た
。

集
散
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
躾
鎮
へ
の
転
入
・
移
住
を
み
と
め
た
一
九
八
四
年
の

国
務
院
の
通
達
は
‘

都
市
と
農
村
の
中
間
に
あ
っ
て
物
資
交
流
・

大
量
の
人
口
移
動
を
も
た
ら
し
た
。
新
し
い
都
市
の
出
現
‘

中
小
都
市
人
口
の
増
加
等
は
中
国
の
都
市
人
口
比
率
を
高
め
た
。

都
市
人
口
比
率
は
一
七
•
九
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、

さ
ら
に
ま
た
注
目
す
べ
き
点
は
、
大
都
市
へ
の
無
登
録
人
口
の
大
量
の
流
入
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
大
都
市
で
は
住
宅
、
工
場
、
ホ
テ
ル
そ
の
他
土
木
工
事
の
た
め

大
量
の
労
働
力
人
口
が
必
要
で
あ
る
が
、
大
都
市
で
は
流
入
規
制
が
厳
し
い
た
め
、

農
村
か
ら
の
一
時
的
な
労
働
力
人
口
を
無
登
録
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
い
る
。

も
ま
た
都
市
人
口
を
実
質
的
に
増
大
せ
し
め
て
お
り
、
さ
ら
に
農
村
人
口
に
都
市

都
市
的
意
識
を
浸
透
さ
せ
る
要
因
と
な
っ

生
活
を
経
験
せ
し
め
る
こ
と
と
な
り
、

一
九
七
八
年
の

日
本
大
学
人
口
研
究
所

名
誉
所
長
黒
田
俊
夫

●

庫

冒

ー

都

市

I

都
市
人
口
と
開
発
調
査

第
四
回
人
口
と
叩
充
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
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よ
う
な
都
市
化
傾
向
は
‘
農
村
の
人
口
の
出
生
抑
制
意
識
を
強
化
す
る
方
向
に
作

く
‘
”
一
人
っ
子
“
証
を
も
っ
て
い
る
者
の
比
率
は
著
し
く
高
い
。

農
村
の
上
述
の

た
と
え
ば

る。 も
っ
た
人
口
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
社
会
、

文
化
、

い
い
か
え
れ
ば
‘
農
村
人
口
は
そ
の
比
率
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
都
市
化
性
格
を

っ
て

非
農
業
人
口
の
増
加
‘

ま
た
農
業
人
口
の
生
活
水
準
の
上
昇
に
よ
る
近
代
化
に
よ

農
村
人
口
が
圧
倒
的
に
多
い
。

し
か
し
、
農
村
人
口
が
従
来
の
農
業
人
口
以
外
に

は
近
代
化
の
過
程
に
み
ら
れ
る
普
遍
的
な
事
実
で
あ
る
。

中
国
に
お
い
て
は
な
お

都
市
と
農
村
の
間
に
は
、
社
会
的
に
経
済
的
に
著
し
い
格
差
が
み
ら
れ
る
こ
と

る
か
は
‘
中
国
の
こ
れ
か
ら
の
経
済
社
会
計
画
に
と
っ
て
き
わ
め
て
菫
大
な
課
題

い
向
上
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
価
値
観
の
変
化
で
あ
る
。

子
供
に
対
す
る
価
値
観
、

て
も
新
し
い
住
宅
と
生
活
様
式
の
近
代
化
が
進
行
し
て
い
る
。

農
村
に
お
い

戸
が
み
と
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

る。

そ
の
世
帯
貝
の
す
べ

業
農
家
以
外
に
冊
帯
貝
の
一
部
が
農
業
以
外
の
仕
事
に
従
事
す
る
兼
業
牒
家
が
激

こ
れ
は
中
国
社
会
に
お
け
る
社
会
変
革
と
も
い
う
べ
き
重
大
な
変
化
で
あ

都
市
に
お
い
て
も
自
己
の
責
任
に
お
い
て
事
業
を
営
む
こ
と
の
で
き
る
個
体

こ
の
よ
う
な
新
経
済
体
制
は
国
民
の
生
活
水
準
を
い
っ
ぎ
ょ
に
上
昇
せ
し
め
た
。

都
市
で
の
生
活
構
造
が
近
代
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
ば
か
り
で
な
く
‘

労
働
観
が
こ
の
よ
う
な
生
活
水
準
の
高
度
化
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
糊
を
受
け

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

生
活
水
準
の
著
し

都
市
的
性
格
を
増
大
せ
し
め
て
き
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

経
済
の
幾
多
の

面
に
お
い
て
農
村
と
都
市
と
の
格
差
を
収
縮
せ
し
め
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い

子
供
に
対
す
る
価
値
観
は
都
市
に
お
い
て
は
少
子
家
族
性
向
が
強

つ

た

゜

増
す
る
と
共
に
‘

さ
ら
に
牒
業
か
ら
非
農
業
に
転
換
す
る
も
の
も
増
加
す
る
に
至

て
が
農
耕
に
従
事
す
る
集
団
制
下
に
あ
っ
た
。

ヽ

し
か
し

今
日
で
は
農
家
は
‘
専

こ
と
は
農
家
世
帯
の
分
裂
を
意
味
す
る
。

従
来
、
農
家
は

ヽ

よ
な
く

農
村
人
口
の
中
で
農
業
に
従
事
し
な
い
人
口
を
増
大
せ
し
め
た
。

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
都
市
化
の
進
展
は
‘

こ
の

都
市
人
口
を
増
大
せ
し
め
た
だ
け
で
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じ
て
‘
新
し
い
経
済
的
、
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
そ
う
と
し
て
い
る
。

家
族
・
冊
幣
の
形
態
や
価
値
観
の
変
化
を
通

中
国
の
現
在
の
人
口
都
市
化
現
象
は
‘
た
ん
に
都
市
だ
け
で
は
な
く
、
農
村
を

い
は
死
囚
別
死
亡
対
策
は
次
の
軍
嬰
な
挑
戦
目
標
で
あ
ろ
う
。

で
は

普
通
死
亡
率
の
著
し
い
改
善
を
な
し
と
げ
て
い
る
現
在
‘
乳
児
死
亡
あ
る

用
す
る
で
あ
ろ
う
。

し
め
る
要
囚
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

タ
ー
ン
ヘ
の
接
近
と
み
な
さ
れ
る
。

社
会
的
側
面
‘

子
供
を
生
産
手
段
と

少
子
家
族
の
規
範
を
定
治
せ

化
諸
国
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
低
水
準
を
示
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

内
の
農
村
部
で
は
二
倍
以

L
と
い
っ
た
高
水
準
か
み
ら
れ
た
。

親
自
身
の
教
養
‘

原
因
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
を
求
め
る
余
裕
が
な
か
っ
た
が
、

衆
衛
生
‘

杜
会
福
祉
の
行
政
分
野
に
お
い
て
留
意
す
べ
苔
点
が
残
さ
れ
て
い
る
よ

人
口
の
質
の
改
善
を
人
口
政
策
の
重
要
な
一
環
と
し
て
と
り
あ
げ
て
い
る
中
国

も
含
む
全
社
会
的
な
現
象
と
し
て
、

お
高
い
よ
う
に
も
推
察
さ
れ
る
。

け
の
乳
児
死
亡
率
格
差
が
あ
る
と
す
れ
ば
‘

純
農
村
地
域
で
の
乳
児
死
亡
率
は
な

つ
に
息
わ
れ
た
。

同
じ
市
の
行
政
区
域
内
の
都
市
部
と
農
村
部
に
お
い
て
こ
れ
だ 公

私
ど
も
は
、
そ
の

同
市
域

区
別
き
れ
て
い
る
か

た
と
え
ば
乳
児
死
亡
率
か
都
市
部
で
十
六
と
い
っ
た
近
代

方
に
お
い
て
、
都
市
の
内
部
に
は
中
心
部
で
あ
る
都
市
部
と
農
村
部

（
郊
区
）
に

社
会
福
祉
の
面
に
お
い
て
も
充
実
し
た
行
政
が
実
行
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
他

な
お
著
し
い
格
差
が
み
ら
れ
た
。

都
市
で
は
近
代
的
な
病
院
が
拡
充
さ
れ
、
ま
た

得
た
情
報
か
ら
み
る
限
り
、

と
く
に
公
衆
衛
生
的
側
面
に
お
い
て

長

春

市

吉
林
市
の
両
大
都
市
で
の
政
府
当
局
や
一
般
市
民
と
の
接
触
に
よ
っ
て

ま
た
生
活
構
造
も
同
じ
く
近
代
化
の
方
向
へ
と
前
進
し
た
。

し
か
し
、
私
ど
も
が

経
済
的
に
み
る
と
た
し
か
に
、
都
市
・
農
村
間
格
差
は
著
し
く
収
縮
し
た
し
、

そ
れ
は
農
村
人
口
の
価
値
観
の
都
市
人
ロ
パ

文
化
の
向
上
の
た
め
の
期
待
へ
の
自
覚
に
よ
っ
て

考
え
る
よ
り
も
、
子
供
に
対
す
る
高
い
教
育
水
準
へ
の
期
待
や

農
村
の
生
活
水
準
の
著
し
い

t
昇
は
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と
こ
ろ
で
、
そ
の
中
国
に
お
い
て
は

一
九
七
九
年
以
来

等
と
し
て
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。

無
償
資
金
協
力
‘
食
糧
増
産
援
助
等
の
資
金
協
力

②
国
際
協
力
事
業
団
を
通
じ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式
技
術
協
力
‘

政

請
負
生
産
責
任
制

④ ③ 
専
門
家
の
派
遣

開
発
調
杏

し
て
、

中
国
の
近
代
化
に
対
し
わ
が
国
と
し
て
で
き
得
る
限
り
の
協
力
を
す
る
こ

と
を
表
明
し
て
以
来
、
顕
著
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
中
に
お
い
て
、
農
林
水
産
業
協
力
は
‘
「
四
つ
の
近
代
化
」
政
策
の
筆
頭
に

農
業
の
近
代
化
を
掲
げ
た
中
国
に
対
す
る
協
力
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
と

「
日
中
農
業
科
学
技
術
交
流
グ
ル
ー
プ
」
を
中
心
と
し
た
政
府
ベ
ー
ス
の
蔑

業
技
術
交
流

①
 

役
割
を
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
今
日
ま
で
、

研
究
貝
の
受
入
れ
等
の
技
術
協
力

民
間
ベ
ー
ス
の
農
業
交
流

へ
の
移
行
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
中
心
に
‘

農
業
、

農
村
の
情
勢
は
制
度
的
、

国
と
な
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
一

JL
八
五
年
の
場
合
、

そ
の
六
十
八
％
を
占
め
る
と
い
う
最
大
の
援
助

一
方
、
中
国
側
か
ら
見
て
も
、
日
本
は
二
国
間

O

D

A
資
金
供
与
に
つ
い
て
、

受
取
国
と
な
っ
て
い
る
。

中
国
は
わ
が
国
の

O

D

A
資
金

（
支
出
総
額
ベ
ー
ス
）
供
与
に
つ
い
て
、
最
大
の

Ml u
 

ーA
 

L
 

UA 

中
国
に
対
す
る
日
本
の
経
済
協
力
は

• ._ ....... VMIB"IO 

そ
し
て

一
九
八
二
年
以
降
‘

一
九
七
九
年
の
大
平
総
理
の
訪
中
に
際

束
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

助

教

授

濱

下

武

志

●

咄

旦

ー

農

村

ー

農
村
人
口
と
農
業
開
発
調
査

-17 -



外
部
か
ら
の
協
力
の
な
し
得
る
場
面
は
何
で
あ
り

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
措

か

゜
当
然

ハ
ー
ド
面
の
二
面
が
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
れ
に
対
し
て

第
二
に
は

発
展
の
基
本
条
件
は
い
っ
た
い
何

後
に
残
し
た
の
か
。

ギ'、
一

何
を
後
に
残
し
た
の
か
。

ま
た
、
そ
の
解
体
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
課
題
を

強
調
さ
れ
て
い
る
が

は
た
し
て
そ
う
か
。

人
民
公
社
は
い
っ
た
い
何
を
な
し
と

第
一
に
は
‘

現
在
は
そ
の
プ
ラ
ス
面
だ
け
が

そ
れ
以
外
の
工
業
部
門
、

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
部
門
の
拡
大
を
も
可
能
な
ら
し
め
つ

農
業
生
産
性
の
上
昇
が
農
業
関
連
部
門
の
拡
大
は
も
ち
ろ
ん
、

運
送
業

さ
ら
に
‘
農
家
労
慟
力
の
余
剰
は
‘
「
郷
鎮
企
業
」

へ
の
就
業
と
い
う
形
以
外
に

て
そ
の
家
族
当
た
り
所
得
を
高
め
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

に
靱
小
平
氏
が
第
十
一
回
三
中
全
会
に
お
い
て
、
農
業
改
革
推
進
の
大
提
案
を
し

人
民
公
社
に
代
わ
る
個
別
経
営
‘
前
者
を
通
じ
て

の
穀
物
の
一
義
的
収
買
制
に
代
わ
る
請
負
生
産
責
任
制
の
採
用
は
農
業
生
産
性
を

物
の
生
産
拡
大
が
そ
れ
で
あ
る
が
、

農
業
生
産
力
の
上
昇
、

「
郷
鎮
企
業
」

も
な
っ
た
。

農
家
労
働
力
の

一
九
七
八
年
十
二
月

責
任
制
を
果
た
し
た
後
の
余
剰
穀
物
の
販
売

「
郷
鎮
企
業
」

農
業
所
得
と
合
わ
せ

旋
魚
、
養
畜
等
の
い
わ
ゆ
る
副
業
部
門
の
拡
大
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
‘

加
工
業
等
の
部
門
の
拡
大
を
も
も
た
ら
し
て
い
る
。

総
じ
て
い
え
ば
‘

つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
当
然
‘
農
林
水
産
業
上
の
協
力
に
つ
い
て

も
、
新
た
な
問
題
と
課
題
と
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
る
。

人
民
公
社
解
体
の
影
楷
で
あ
る
。

伝
え
ら
れ
る
生
産
力
の
向
上
‘

ソ
フ
ト
面
‘

へ
の
就
業
が

全
体
と
し
て
の
所
得
を
高
め
る
と
と
も
に
‘
「
万
元
戸
」

の
所
得
を
支
え
る
こ
と
に

ゆ
る

の
誕
生
、
拡
大
の
条
件
と
な
り
、

そ
の
拡
大
が
ま
た
、
農
村

発
展
は
農
業
労
働
力
の
余
剰
を
生
み
、
そ
れ
が
、

ヽ
つ
し
’
f
9
"

現
が
そ
れ
で
あ
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

農
家
所
得
を
飛
躍
的
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
万
元
戸
」
の
出

に
つ
い
て
自
由
市
場
、

自
由
価
格
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
と
相
ま
っ
て

こ
れ
ら
は

顕
著
に
高
め
、
さ
ら
に
農
業
生
産
の
多
角
化
を
も
た
ら
し
た
。

い
わ
ゆ
る
経
済
作

た
時
以
来
の
こ
と
で
あ
る
が
、

策
的
、

さ
ら
に
実
態
的
に
非
常
な
変
化
を
と
げ
つ
つ
あ
る
。
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者
に
表
し
て
お
き
た
い
。

予
想
以
上
に
効
率
的
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
中
国
の
関
係

係
者
の
説
明
は
明
快
で
あ
り
、

資
料
不
足
の
間
題
は
時
に
避
け
得
な
い
と
し
て
も
、

供
、
聴
取
を
は
じ
め
‘
省
県
郷
の
各
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
き
わ
め
て
順
調
で
、

関

調
査
は
北
京
中
央
政
府
の
国
家
計
画
生
育
委
員
会

農
牧
漁
業
部
で
の
資
料
提

用
意
し
た
が
、

都
合
に
よ
り
こ
れ
に
よ
る
調
森
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。

済
の
実
態
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
調
壺
を
行
な
っ
た
。

IJ
こ

け

ー

郷
で
は
直
接
に
い
わ
ゆ
る

「
万
元
戸
」
を
含
め
て
農
家
を
訪
問
、

そ
の
経
営
‘

「
農
家
調
木
且
票
」
も 経

て、

関
係
者
か
ら
該
当
の
事
項
、
問
題
に
つ
い
て
の
聴
取
を
行
な
う
と
と
も
に

こ
の
た
め
、

現
地
調
壺
で
は

中
央
政
府
、
省
、

t

、‘
日
r
l' 

郷
の
各
レ
ベ
ル
に
お
い

の
理
論
は
筋
道
と
し
て
は
上
述
の
如
く
で
あ
っ
た
。

物
の
導
人
に
よ
る
経
営
の
多
角
化
、
②
農
村
の
過
剰
労
働
力
を
吸
収
す
る
た
め
の

農
村
工
業
等
の
発
展
、

の
分
析
に
主
眼
を
お
く
こ
と
と
し
た
が
、
調
在
、

分
析
上

調
壺
設
計
上
の
視
点
と
し
て
は

①
食
糧
自
給
を
基
本
と
し
た
上
で
の
商
品
作

一
日
に
わ
た
っ
て
現
地
調
査
を
行
な
っ
た
。

対
中
国
経
済
協
力
上
の
基
本
的
に
重
要
な
問
題
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

本
調
在
団
は
、
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
農
村
人
口
と
農
業
開
発
に
関
す
る
調
壺
」

う
農
林
水
産
省
の
委
託
調
在
と
し
て
、

昭
和
六
十
二
年
八
月
六
日
か
ら
八
月
二
十 ヽ

と
し

る。 は

ど

7
 か
ヽ

た
ん
な
る
人
口
政
策
上
の
協
力
と
い
う
点
を
越
え
て

こ
の
問
題
は

そ
の
推
移

び
つ
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
‘

そ
の
現
況
な
ら
び
に
今
後
に
つ
い
て
は
こ
れ

第
三
に
は
‘
人
民
公
社
体
制
下
の
人
口
政
策
は

置
が
考
え
ら
れ
る
か
。

そ
の
経
済
の
実
態
と
深
く
結

を
ど
う
考
え
る
べ
ぎ
か
。
「
万
元
戸
」
登
場
と
い
っ
た
事
態
の
下
で
の
‘
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こ
の
課
題
は

験
は
他
の
ア
ジ
ア
の
国
々
に
適
用
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
か
‘
あ
る
い
は
な
ん
ら

ど
の
よ
う
な
関
連
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

い
い
か
え
れ
ば
、
日
本
の
経

よ
う
な
日
本
の
経
験
は
、
同
じ
く
西
欧
文
化
圏
で
な
い
ア
ジ
ア
の
諸
国
に
対
し
て

に
お
い
て
、
ア
ジ
ア
の
日
本
に
お
い
て
達
成
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

こ
の

の
国
々
に
お
い
て
し
か
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
現
象
が

し
か
も
よ
り
顕
著
な
度
合

つ

た

゜
そ
れ
は
‘
人
口
と
経
済
の
両
分
野
に
お
い
て

西
欧
文
化
圏

多
く
の
開
発
途
上
国
の
専
門
家
や
政
策
担
当
者
の
関
心
の
対
象
と
な

た

が

間
に
逹
成
し
た
人
口
転
換
は
異
例
的
な
現
象
と
し
て
世
界
の
専
門
家
の
間
に
大
き

千
人
当
た
り
）

半
減
し
た
。

欧
文
化
圏
以
外
の
国
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

低
下
の
経
験
も
西
欧
社
会
に
は
か
つ
て
な
か
っ
た
。

っ
て
回
復
‘

一
九
四
七
年
の
出
生
率
三
四
•
三

は
十
年
後
の
一
九
五
七
年
に
は
一
七
・
ニ
ヘ
と
半
減
し
、

（
人
口

一
年
後
の
一
九
五
八
年
に
は
七
•
四
へ
と
こ
れ
も

人
口
転
換
の
最
後
の
段
階
の
近
代
的
低
死
亡
率
‘

ま
た
こ
の
よ
う
な
猛
ス
ピ
ー
ド
の

半
に
は
―
ニ
・
三
％
へ
と
驚
異
的
な
高
度
経
済
成
長
を
示
す
に
い
た
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
の
日
本
に
お
け
る
経
験
は
学
問
の
分
野
に
お
い
て
の

み
な
ら
ず
‘

そ
れ
ま
で
、

か
の
教
訓
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

人
口
転
換
と
経
済
成
長
の
い
ず
れ
も
異
例
的
と
い
わ
れ
、
奇
蹟
と
さ
え
呼
ば
れ

は
八
•
九
％

一
九
六
0
年
代
の
前
半
に
は
一

0
•

三
％

一
九
六

0
年
代
の
後

復
興
の
過
程
に
は
い
り

一
九
五

0
年
代
の
後
半
に
は
経
済
成
長
率

他
方
に
お
い
て
、
戦
争
に
よ
り
壊
滅
し
た
産
業
も
‘

ち
一
％
の
水
準
を
割
る
に
い
た
っ
た
。

。
2
 

は

ぽ
人
口

転

換
過
程

に

沿
―

人
口
の
年
増
加
率
も
た
ち
ま

低
死
亡
率
は

西

七
年
の
死
亡
率
―
四
•
六
は

一
九
四

な
学
問
上
の
波
紋
を
ま
き
起
こ
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
敗
戦
国
日
本
が 名

誉
所
長

黒

俊

夫

戦
後
わ
ず
か
十
年
余
り
の
短
期

田

日
本
大
学
人
口
研
究
所

●

同

窓日
本
の
人
口
と
農
業
開
発



ら
何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
非
常
に
シ

ま
ず
最
初
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
今
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
か

そ
し
て
こ
れ
か

変
遷
と
い
う
も
の
を
お
話
し
た
い
と
息
い
ま
す
。

ま
て
の
政
策
の
変
遷
に
つ
い
て
、
と
く
に
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
口
と
農
業
政
第
の 今

は
非
常
に
難
し
い
の
で
す
が
、

あ
る
程
度
の
一
般
化
を
行
う
こ
と
に
よ
り

重
要

わ
け
で
す
が

こ
れ
は
非
常
に
幅
広
い
ト
ピ
ッ
ク
で
す
。

一
般
化
し
て
話
す
こ
と

私
は

こ
れ
か
ら
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
口
と
農
業
政
策
に
つ
い
て
お
話
を
す
る

な
局
面
と
い
う
も
の
が
い
く
つ
か
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
と
息
い
ま
す
の
で
、

、
シ
カ
ン
大
学
教
授

ゲ
イ
ル
・
ネ
ス

●
万
翌
芳ア

ジ
ア
諸
国
の
人
口
と
農
業
政
策

段
階
に
対
応
す
る
段
階
が
、
日
本
の
発
展
過
程
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

か
え
れ
ば
、
多
く
の
開
発
途
卜
国
が
直
面
し
て
い
る
今
日
の
経
済
発
展
の
初
期
的

日
本
の
人
口
‘

0
年
以
卜
に
わ
た
る
長
期
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
い
い

農
業
に
つ
い
て
の
晶
本
的
特
徴
は
‘
近
代
化
の
初
期
か
ら
一
〇

決
し
て
無
駄
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ア
的
関
連
性
を
考
え
る
と
い
う
私
ど
も
の
さ
さ
や
か
な

そ
し
て
地
道
な
試
み
も

が
要
請
さ
れ
て
い
る
今
日
、

人
口
と
経
済
の
分
野
に
お
け
る
日
本
の
経
験
の
ア
ジ

界
経
済
に
占
め
る
役
割
が
強
調
さ
れ

う
で
あ
る
。

日
本
の
分
担
す
べ
き
甫
要
な
任
務
の
検
討

東
ア
ジ
ア
‘
ア
セ
ア
ン
諸
国
を
ふ
く
む
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
が
世

り
上
げ
ら
れ
て
苔
た
。

し
か
し
、
必
ず
し
も
議
論
が
尽
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
よ

今
日
ま
で
日
本
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
諸
外
国
の
専
門
家
に
よ
っ
て
熱
心
に
取
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ま
し
た
。

考
え
方
か
あ
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
し
て
そ
の
た
め
に
必
要
な
の
は
重
工
業
で
あ
る
と
い
う

ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
植
民
地
主
義
の
中
に
あ
っ
た
各
種
貧
困
の
問
題
を
解
決
し

ア
ジ

こ
の
政
策
は
重
工
業
に
非
常
に
項
点
を
お
い
た
も
の
に
な
り

そ
の
結
果
都
市
化

ま
ず
農
業
と
政
策
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
国
に
お
い
て
経
済
の

な
く

前
兆
と
い
う
も
の
が
出
て
き
た
わ
け
で
す
。

農
業
や
人
口
政
策
は
問
題
解
決
で
は

ォ

ー

ド

大

学

の

ポ

ー

ル

エ
リ
ッ
ク
の

こ
よ
り

非
常
に
悪
い

か
非
常
に
現
実
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

一
九
六
八
年
‘

ス
タ
ン
フ

）
 

の
よ
う
な
政
策
が
行
わ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

ア
ジ
ア
の
指
導
者
た
ち
か
ど
の
よ
う
な
役
割
を
そ
の
中
で
示
し
た
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

生
み
出
し
て
ぎ
ま
し
た
。

ば
な
ら
な
い
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
が
出
て
き
た
わ
け
で
す
。

第
二
次
但
界
大
戦
直
後
、

ま
ず
一
九
四
五
年
‘

が
こ
れ
か
ら
平
和
の
た
め
に
使
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
が
あ
っ
た
わ

飢
餓
は
永
遠
に
続
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
方
が
現
れ
、

『
人
口
燥
発
』

む
し
ろ
状
況
を
悪
化
さ
せ
た
元
凶
と
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

近
代
化
の
た
め
の
政
策
が
一
九
四
五
年
か
ら
五
五
年
の
間
に
と
ら
れ
て
ぎ
ま
し
た
。

を
促
進
し
農
村
部
を
無
視
す
る
よ
う
な
形
の
政
策
が
と
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

ア
の
リ
ー
ダ
ー
や
西
洋
諸
国
の
デ
ィ
バ
ッ
パ
ー
も
同
じ
よ
う
な
考
え
方
を
も
っ
て
い

そ
の
た
め
に
都
市
化
へ
の
偏
重
が
現
れ
て
き

第
三
世
界
に
お
い
て
は
、
農
業
は
非
常
に
重
要
な
大
き
な
廂
業
で
あ
り
、

し
か
も
そ
れ

期
待
は
そ
の
後
の
二
十
年
間
に
幻
滅
に
終
わ
り
ま
し
た
。

マ
ル
サ
ス
の
予
言
ど
お

で
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

し
か
し
実
際
に
こ
の

け
で
す
。

つ
ま
り
、
戦
争
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
た
貧
困
や
病
気
な
ど
も
こ
れ

世
界
に
は
そ
れ
ま
で
戦
争
に
使
わ
れ
て
い
た
大
苔
な
力

国
内
、
そ
し
て
国
際
的
な
ス
ケ
ー
ル
で
解
決
し
な
け
れ

た
だ
問
題
解
決
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
く
‘
逆
に
新
た
な
問
題
を
さ
ま
ざ
ま
に

に
あ
た
っ
て
非
常
に
璽
要
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
い
ろ
い
ろ
な
変
革
は
‘

な
く
‘
過
去
四
卜
年
間
の
な
か
で
合
理
的
か
つ
人
道
的
な
農
業
政
策
を
も
た
ら
す

’

‘

 

シ
ッ
フ
ょ
一

ア
ジ
ア
の
リ
ー
タ
ー

今
日
に
お
い
て
爪
要
な
だ
け
で
は

す
。 ン

プ
ル
な
こ
と
で
、

ま
ず
過
去
四
十
年
間
の
間
に
人
口
と
農
業
政
策
に
つ
い
て
ど

-22 -



こ
の
よ
う
な
政
策
は

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

っ
た
こ
と
に
よ
り
農
民
達
の
動
く
意
欲
も
高
ま
っ
た
の
で
す
。

に
支
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

ま
た
‘
質
の
高
い
作
業
が
可
能
に
な

そ
し
て
補
助
金
な
ど
が
新
し
い
肥
料

理
や
、
道
路
整
備
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
政
策
の
中
で
、
製
品

そ
し
て
そ
の
結
果
と
し
て
、
新
し
い
多
額
の
投
資
が
水
の
管

が ま
す
。

は
非
常
に
少
な
い
も
の
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
昔
な
が
ら
の
政
策
も
残
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

め
に
農
民
達
に
は
‘

も
の
を
作
ろ
う
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
新
た
に
与
え
る

そ
し
て
そ
の
変
化
の
力
は
急
速
に
高
ま
っ
て
き
た
の
で
す
。

そ
の
た

い
え
ま
し
ょ
う
。

た
わ
け
で
す
。

実
際
に
変
化
が
必
要
な
の
は
、
都
市
部
に
甚
盤
を
も
つ
計
画
者
と

そ
し
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
な
ど
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
‘
わ
か
ら
な
か
っ

に
偏
っ
た
価
値
感
を
も
っ
た
計
画
者
達
に
は
‘
農
民
達
に
も
新
し
い
技
術
、
投
資

都
市
部

値
感
を
も
た
せ
る
た
め
に
は
‘
引
き
ず
り
出
し
、
お
し
り
を
け
っ
と
ば
し
て
悲
鳴

口
に
塩
を
ぬ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り

こ
の
政
第
の
中
で
は
‘
農
民
に
近
代
的
価

国
際
機
関
な
ど
か
行
動
し
政
策
が
と
ら
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
傷

い
ろ
い
ろ

ま
た
そ
れ
に
関
わ
る
人
口
が
非
常
に
多
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
‘

農
業
を
無
視
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。

む
し
ろ
積
極
的
に
悪
化
さ
せ
る
よ
う
な
こ

政
府
は
都
市
部
人
口
の
た
め
に
‘

農
業
製
品
の
価
格
を

こ
の
よ
う
な
農
業
製
品
の
価
格
の
低
下
は
ま
た
‘
余
剰
生
産
製
品
を
生
み
出
そ

う
と
い
う
牒
民
の
意
欲
も
失
わ
せ
る
結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

な
政
府
機
関
、

を
上
げ
さ
せ
な
け
れ
は
な
ら
な
い
と
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。

め
ま
し
た
。

幸
運
な
こ
と
に
一
九
六

0
年
代
に
こ
の
よ
う
な
政
策
変
化
を
始

新
し
い
技
術
の
結
果
生
産
効
率
が
高
ま
っ
た
も
の
の
一
例
と
し
て
米
が
あ
り

中
国
と
国
際
稲
研
究
所
が
同
じ
よ
う
な
発
見
を
同
時
に
し
た
わ
け
で
す

こ
れ
は
農
業
が
ど
う
い
う
技
術
を
必
要
と
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
の
証
明

で
も
あ
り
ま
し
た
。

価
格
の
援
助
‘

除
草
剤
‘
殺
虫
剤
の
購
入

一
九
五

0
年

低
く
抑
え
た
わ
け
で
す
。

と
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

政
策
は
農
業
を
無
視
す
る
ど
こ
ろ
か
‘

ヽ

）
 

‘
 

と
＼
う
よ
ー

政
策
は
そ
の
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死
亡
率
が
低
く
な
り
、
そ
し
て
人

新
し
い
医
療
技
術
や
保
健
技
術
が
戦
争
中
に
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
い
う
技

へ
の
可
能
性
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
に

つ
し、

て
は

ヽ

ま
た
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

死
亡
率
と
、
出
生
率
が

政
策
は
牒
業
の
方
を
向
い
て
い
た
わ
け
で
す
。

劇
的
な
変
化
が
そ
の
後
起
こ
り

つ
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

-
J
L
世
紀
の
末
、

日
本
の

日
本
の
明
治
時
期
の
農
業
の
状
況
を
見
る
と
‘
ま
さ
に
今
私
が
申
し
上
げ
た
よ

は
何
よ
り
も
必
要
な
の
で
す
。

達
の
声
を
聞
き
‘

か
つ
彼
ら
を
参
加
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
政
策
の
変
化
た
め
に

援
助

る
わ
け
で
す
。

す
。 れ

ま
す
し
‘

一
年
程
前
発
表
さ
れ
た
‘

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
あ
る
村
の
三

0
年
間
の
軌
跡
を
眺

健
所
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
き
る
と
い
う
よ
う
に
‘
非
常
に
よ
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

の
変
化
が
こ
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
と
い
う
い
い
例
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

人
口
政
策
と
比
較
し
て
、

過
去
の
二
千
年
の
間
に
、
農
業
は
ア
ジ
ア
に
対
し
て
豊
か
さ
と
人

口
密
度
の
高
さ
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

な
も
の
で
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
投
資
‘

そ
し
て
農
民

高
か
っ
た
た
め
に
人
口
の
伸
び
は
比
較
的
低
く
抑
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
成
長

術
は
貧
困
の
中
に
住
む
人
々
の
参
加
を
そ
れ
は
ど
必
嬰
と
し
な
く
て
も
達
成
可
能

そ
し
て
そ
の
結
果
と
し
て
、

農
業
政
策
に
は
こ
の
よ
う
な
い
い
結
果
が
見
ら
れ

農
業
政
策

い
ま
し
た
。

ま
た
村
の
子
供
達
は
も
っ
と
大
苔
な
町
の
中
学
に
ま
で
進
む
こ
と
が

特
別
の
技
術
、

小
学
校
‘
保
健
所
、
そ
し
て
交
通
機
関
の
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
て

よ
う
に
な
っ
て
お
り

村
で
は
米
の
不
足
は
な
か
っ
た
。

す
で
に
労
働
力
も
あ
り
、

を
見
る
と
、
非
常
に
状
況
が
変
わ
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。

米
の
自
給
が
な
り
た
っ

ん
ど
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
村
の
一
九
八

0
年
の
稲
の
様
子

し
か
も
そ
れ
を
改
善
し
ょ
う
と
い
う
希
望
も
ほ
と

め
た
も
の
に
よ
る
と

こ
の
村
で
は

か
つ
て
学
校
は
な
く
‘
仕
事
は
な
く
、
保

さ
ま
ざ
ま
な
も
っ
と
細
か
い
部
分
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

資
が
行
わ
れ
た
結
果
で
す
。

こ
の
よ
う
な
政
策
の
結
果
は

大
き
な
面
で
も
見
ら

っ
て
ぎ
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
新
し
い
技
術
や
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
ヘ
の
投

代
に
生
産
量
は
一
億
五
千
万
ト
ン
に
な
り
ま
し
た
。

米
の
生
産
効
率
は
大
変
高
ま
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ヽ

と
い
う
の
は

西
洋
諸
国
が
こ
の
新
し
い
政
策
に
反
対
し
た
か
ら
で
す
。

当
時
の

で
管
理
し
よ
う
と
し
、
そ
の
結
果
職
を
追
放
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

げ
る
と
、
イ
ン
ド
の

F
A
0
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
人
口
問
題
を

F
A
0
の
管
轄
下

一
例
を
あ

し
た
。 五

0
年
代
に
非
常
に
人
口
増
加
が
高
ま
り
、

こ
と
は
十
分
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、

九
六
六
年
に
な
り
二
％
以
上
の
人
口
増
加
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

で
す
か
ら
五
十
年
代
に
お
け
る
人
口
増
加
は
過
去
か
ら
の
継
続
で
あ
る
と
い
え
ま

計
画
の
変
更
が
非
常
に
大
き
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。

え
ま
せ
ん
。

が
い
い
と
い
う
の
が
人
口
増
加
を
望
む
一

在
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

二
次
大
戦
後
、

国
も
追
従
し
た
も
の
の
、

代
わ
っ
て
、

つ
の
根
拠
で
し
た
が
、

そ
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
ど
う
い
う
影
響
が
出
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

イ
ン
ド
政
府
は
人
口
増
加
を
出
生
率
を
抑
え
る
と
い
う
こ
と
に
よ

こ
う
い
っ
た
政
策
に
対
し
て
か
な
り
の
抵
抗
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

を
推
し
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
非
常
に
残
念
な
の
で
す
か
、

ア
メ
リ
カ
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ウ
ア
ー
大
統
領
か
一
九
五
八
年
に
人
口
問
題
は
個
人
の

こ
れ

た
だ
全
体
的
な
変
化
は
な
か
な
か
も
た
ら
せ
ま
せ
ん
で

っ
て
達
成
す
る
と
い
う
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
い
く
つ
か
の
ア
ジ
ア
諸 第

こ
こ
で
済
目
す
べ
き
は

こ
う
い
っ
た
政
策
の
転
換
が
ど
う
達
成
さ
れ
た
の
か
‘

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
が
出
て
き
ま
し
た
。

人
口
増
化
率
に
何
ら
か
の
対
処
を
し
な

こ
の
考
え
は
現

人
々
に
税
金
を
か
け
さ
ら
に
戦
争
に
送
る
た
め
に
は
国
民
が
多
い
方

る
た
め
、
質
が
高
い
か
ら
量
が
多
い
あ
る
い
は
量
が
多
い
か
ら
質
が
高
い
と
は
言

し
い
見
解
だ
と
思
い
ま
す
が
、

人
間
の
量
と
人
間
の
質
に
よ
り
大
き
な
違
い
が
あ

政
府
は
常
に
人
間
が
資
源
だ
と
考
え
が
ち
で
す
。

こ
れ
は
非
常
に
正

す
。

ヽ

こ
れ
に
よ
り

ヵ
年
計
画
に
お
い
て
、

人
口
増
加
率
は

二
五
％
と
予
想
し
た
の
で
す
が

い
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

イ
ン
ド
は
一
九
五

0
年
代
最
初
の
五

当
時
、

人
口
増
加
の
速
度
が
ど
の
程
度
か
と

い
ろ
ん
な
影
響
が
生
じ
た
と
い
う

け
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
出
て
き
ま
し
た
。

環
境
悪
化
も
そ
の

つ
に
な
っ
て
き
た
わ

口
が
大
幅
に
増
え
て
き
た
わ
け
で
す
。

そ
の
結
果
と
し
て
マ
ク
ロ
的
な
レ
ベ
ル
で
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思
い
ま
す
。

そ
し
て
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
、
全
世
界
に
こ
の
人
口
政
策
の
変
化
が

に 策
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
結
果
と
い
え
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
人
口
政
策
の
変
換

て で
す
か
ら
ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
は
よ
り
理
性
的
な
そ
し
て
人
間
的
な
人
口
政
策
を

ど
う
や
っ
て
策
定
し
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
悩
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

以
来
、
国
連
の
人
口
関
係
機
関
、

人
口
政
策
の

ジ
ア
の
主
導
者
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
サ
ラ
ス

U
N
F
P
A
初
代
事
務
局
長
を
忘
れ
る
わ

独
自
の
人
口
政
策
を
打
ち
た
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。

に
経
済
に
と
い
ろ
い
ろ
影
響
を
与
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
‘

と
く
に
農
村
の
貧
し
い
母
子
に
対
し
て
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
政

ア
ジ
ア
の
主
導
者
か
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
と

与
え
た
影
親
を
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

に
下
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
出
生
率
の
低
下
は
人
口
政
策
か
国
民
に
対
し

と
論
議
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
現
に
中
国
や
タ
イ
に
お
い
て
は
、
出
生
率
は
非
常

い
ろ
い
ろ

さ
な
家
族
と
い
う
方
向
に
進
ん
で
ぎ
た
わ
け
で
す
。

も
ち
ろ
ん
家
族
計
画
が
総
体
的

い
ず
れ
に
し
て
も

い
ろ
い
ろ
な
避
妊
技
術
も
開
発
さ
れ
、
世
界
的
に
は
よ
り
小

せ
て

じ
勺
‘

ィ

o
宗
教
的
な
価
値
に
基
づ
答
、
ま
た
自
国
の
政
治
的
な
現
実
‘
状
況
に
合
わ

紅
を
払
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
後
‘
冊
界
中
の
指
導
者
が
そ
れ
そ
れ
自
国
の
文

め
に
非
常
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
く
れ
た
人
で
す
。

サ
ラ
ス
さ
ん
に
は
心
か
ら
敬

世
界
全
体
に
向
か
い

よ
り
人
間
的
、
よ
り
理
性
的
な
人
日
政
策
を
進
め
る
た

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

変
更
を
効
果
的
に
推
し
進
め
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

こ~一

と
く

一
人
の
ア

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

甚
金
は

立
ち
向
か
お
う
と
し
た
わ
け
で
す
。

一
九
六
六
年
、
国
連
に

「
世
界
人
口
宜
言
」

ア
ジ
ア
の
諸
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
人
口
問
題
に

本
に
お
い
て
よ
り
理
性
的
、

か
つ
人
間
的
な
人
口
政
策
の
た
め
に
尽
力
し
ま
し
た
。

た
人
で
、
受
胎
調
整
の
普
及
活
動
で
投
獄
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

彼
女
は
日

こ。f
 
加
藤
シ
ヅ
エ
さ
ん
は
‘

日
本
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ン
ガ
ー
と
し
て
知
ら
れ

国
連
人
口
賞
を
受
賞
し
た
加
藤
シ
ヅ
エ
さ
ん
が

こ
の
政
策
の
改
革
を
行
い
ま
し

先
日

問
題
で
あ
り
、
政
府
は
介
入
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
の
で
す
。
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り
も
土
地
の
生
産
性
に
重
点
を
お
い
て
ぎ
ま
し
た
。

こ
れ
も
西
洋
と
ア
ジ
ア
の
違

人
間
の
生
産
性
よ

フ
リ
カ
の
農
業
と
開
発
に
寄
り
で
ぎ
る
ん
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
で
二

O
枇
紀
に
お
い
て
は
ア
ジ
ア
の
農
業
開
発
の
方
法
は
‘

ま
た

今

開
発
の
パ
タ
ー
ン
等
を
あ
て
は
め
る
こ
と
に
よ
り
、
基
本
的
に
西
洋
と
は
違
う
ア

フ
リ
カ
諸
国
に
人
口
政
策
的
な
技
術
提
供
も
で
き
る
わ
け
で
す
。

ア
ジ
ア
の
農
業

し
か
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が

も
っ
と
よ
り
統
一
的
な
協
力
体
制
で
ア

提
供
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
今
ま
で
総
合
的
な
形
で

ま
ま
も
っ
て
行
け
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
国
際
技
術
協
力
と
し
て
ア
フ
リ
カ
に
合
う
よ
う
な
形
て

は
現
在
こ
う
い
っ
た
政
策
を
必
要
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
時
に
‘

ア
ジ
ア
の
諸

た
と
え
ば
ア
フ
リ
カ

だ
か
ら
と
言
っ
て
、
ア
ジ
ア
で
う
ま
く
い
っ
た
政
策
を
そ
の
第
三
世
界
へ
そ
の

策
を
延
長
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

イ
ン
が
で
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
新
し
い
部
門
へ
過
去
の
政

研
究
開
発
が
成
功
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

何
ら
か
の
ガ
イ
ド
ラ

な
運
用
が
行
わ
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

過
去
投
資
が
成
功
し
た
‘

あ
る
い
は

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
な
く
て
は
な
ら
り
ま
せ
ん
。

い
ろ
い
ろ
な
レ
ベ
ル
で
‘
効
率
的

め
に
は
や
は
り
費
用
の
効
率
的
な
運
用
が
必
要
で
す
。

そ
う
し
ま
す
と
‘

人
々
を

入
し
、
そ
し
て
農
業
者
や
家
族
の
参
加
を
深
め
て
い
く
べ
ぎ
で
し
ょ
う
。

そ
の
た

長
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

農
業
、
あ
る
い
は
人
口
分
野
に
お
い
て
新
し
い
技
術
を
導

か
っ
た
農
村
の
人
達
を
も
含
む
よ
う
に
し
て
き
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
や
は
り
延

て
行
わ
れ
て
巻
た
わ
け
で
す
。

政
策
の
転
換
に
よ
り
、
従
来
で
は
振
り
向
か
れ
な

―

ゞ

ヽ

と
で
す
カ

と
く
に
農
業
政
策
‘
人
口
政
策
は

こ
れ
ま
で
政
策
の
転
換
に
よ
っ

い
政
策
を
確
立
す
る
と
い
う
こ
と
。

ま
ず
第

の
過
去
の
政
策
の
延
長
と
い
う
こ

ま
ず
第
一
に
は
、
過
去
の
政
策
を
延
長
す
る
と
い
う
こ
と
‘

第
二
に
は
、
新
し

こ
れ
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

二
つ
の
点
か
ら

て
い
る
次
の
ニ
―
冊
紀
に
は
‘
さ
ら
に
継
続
し
て
ア
ジ
ア
の
主
導
者
の
役
割
が
ま

こ
こ
で
申
し
上
け
た
い
の
は
‘
太
平
洋
の
時
代
と
か
太
平
洋
の
世
紀
と
言
わ
れ
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ー
タ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

力ゞ

‘
 

こ
う
＼
う
こ
と

や
は
り
バ
ラ
ン

れ
は
エ
ス
キ
ャ
ッ
プ
と
か

U
N
E
P
（
国
連
環
境
計
画
）

と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
リ

そ
の
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
こ
う
い
っ
た
農
薬
の
禁
止
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ

苔
て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
現
在
五
七
種
類
の
農
薬
を
禁
止
し
て
い
ま
す
が

ど
う
抑
え
て
い
く
の
か
と
い
う
の
が
健
康
の
面
で
の
政
策
と
し
て
重
要
に
な
っ
て

が

そ
う
い
う
企
業
が
農
薬
を
使
う
の
を
ど
う
や
っ
て
防
ぐ
か

か

゜
つ
い
て
も

農
薬
の
使
用
に

な
い
と
政
策
決
定
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

康
へ
の
害
と
ど
う
や
っ
て
相
殺
し
て
い
く
の
か

り
人
間
の
健
康
を
害
す
る
と
い
う
こ
と
も
発
生
し
て
き
ま
す
。

で
す
か
ら
、
農
薬

た
だ
そ
の
農
薬
に
よ

あ
る
い
は
い
ろ
い
ろ
な
農
薬
や
薬
品
を
使
う

農
業
に
お
い
で

問
題
と
農
業
間
題
の
二
つ
の
政
策
を
今
後
包
括
的
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か

と
い
う
こ
と
も
お
わ
か
り
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

殻
物
や
作
物
の
新
種
を
採
用
す
る
。

と
い
う
こ
と
に
よ
り
生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
は
で
ぎ
ま
す
。

を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
短
期
間
な
農
業
生
産
性
を
長
期
的
な
人
間
の
健

そ
の
へ
ん
の
相
関
関
係
を
考
え

双
方
を
満
足
さ
せ
る

よ
う
な
政
策
を
設
定
す
る
こ
と
は
‘
非
常
に
難
し
い
わ
け
で
す
。

農
業
側
に
立
つ
人
と
保
健
側
に
立
つ
人
と
で
は
立
場
が
違
い
ま
す
。

農
薬
の
使
用
が
広
が
り
危
険
が
高
ま
っ
て
い
く
の
を
ど
う
や
っ
て
抑
制
し
て
い
く

い
ろ
い
ろ
な
多
国
籍
企
業
が
農
業
分
野
に
大
企
業
と
し
て
参
入
し
て
き
ま
す

人
間
へ
の
害
を

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
例
を
お
話
し
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

な
ぜ
人
口

個
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

な
ぜ
こ
の
二
つ
の
問
題
が
相
互
に
関
連
し
て
い
る
か
と
い
う
例
を
い
く
つ
か
申

お
よ
ぴ
農
業
間
題
の
包
括
的
な
解
決
は
見
ら
れ
な
い
と
思
う
わ
け
で
す
。

に
考
え
る
必
要
が
あ
る
ん
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

さ
も
な
い
と
、
人
口
問
題

て
き
た
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
今
後
は
や
は
り
農
業
政
策
と
人
口
問
題
を
包
括
的

す
る
と
か
、
あ
る
い
は
農
業
改
革
を
行
う
こ
と
も
、

ま
っ
た
く
別
個
に
考
え
ら
れ

で
す
か
ら
新
し
い
避
妊
技
術
を
導
入

し
い
複
雑
な
問
題
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

人
口
問
題
と
農
業
政
策
は
‘

こ
れ
ま
で
別

そ
れ
か
ら
二
番
目
の
点
、
新
し
い
政
策
の
確
立
で
す
が

こ
れ
は
も
う
少
し
難

つ
点
な
の
で

こ
の
点
を
さ
ら
に
広
め
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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の
例
と
し
て
て
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
共
同
管
理
に
よ
る
共
有
林
な
ど
も

つ

依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
わ
け
で

こ
れ
か
ら
は
地
域
の
実
情
に
即
し
た
森
林
政

た
と
え
出
生
率
が
低
下
し
た
と
し
て
も
、
や
は
り
燃
料
資
源
に
対
す
る
圧
力
。

解
決
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

フ
リ
カ
で
も
急
激
な
木
材
の
枯
渇
等
の
問
題
が
起
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
の

も
の
の
生
産
も
下
降
す
る
と
い
う
状
況
が
生
じ
て
い
ま
す
。

中
央
ア
メ
リ
カ
や
ア

今
ま
で
肥
料
に
使
っ
て
い
た
こ
や
し
な
ど
も
燃
や
し
て
し
ま
う
結
果
、

農
業
そ
の

に
困
難
な
状
況
に
ま
で
な
っ
て
い
ま
す
。

と
く
に
燃
料
が
非
常
に
不
足
し
て
お
り

が
生
じ
て
き
ま
す
。

北
イ
ン
ド
や
南
ネ
パ
ー
ル
な
ど
で
は
‘
枯
渇
の
問
題
か
非
常

ヽ

次
に

人
口
が
急
激
に
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
燃
料
、

ス
の
と
れ
た
成
長
を
確
保
す
る
た
め
に
心
要
な
の
で
す
。

あ
る
い
は
木
材
の
枯
渇
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国
家
と
し
て
出
発
し
た
一
九
世
紀
ま
で
さ
か
の
ば
る
必
要
か
あ
り
ま
す
が
、

近
代
日
本
に
お
け
る
発
展
の
姿
に
つ
い
て
中
し
卜
心
げ
ま
す
に
は
‘

日
本
か
近
代

次
に
‘

こ
の

0
•

三
％
の
国
士
、

こ
の
国
土
の

P
の
一
割
以
上
を
生
産
す
る
と
い
う
極
め
て
高
密
度
な
経
済
社
会
活
動
を
営
ん
で

近
代
の
日
本
の
発
展
の
足
跡
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

こ
の

（
近
代
の
日
本
の
発
展
り
工
業
化
の
進
展
）

お
り
ま
す
。

た
り
ま
す
。

二
•
四
％
の
人
口
に
よ
り
‘

世
界
の

G

N

0
億
人
を
超
え
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
日
本
の
人
口
は
こ
の
二
•
四
％
に
当

中
に
一
億
二
千
二

H
万
人
を
擁
し
て
お
り
ま
す
。

世
界
の
人
口
は
昨
年
七
月
に
丘

レ

ロ
メ
ー
ト
）

地
球
の
陸
地
の

0
•

三
％
の
規
模
で
ご
ぎ
い
ま
す
。

ご
承
知
の
通
り
、
日
本
の
国
土
は
四
千
の
島
を
あ
わ
せ
て
三
七
万
八
千
平
方
キ

ま
ず
は
じ
め
に
‘
日
本
の
国
土
及
び
人
口
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
け
ま
す
。

（
日
本
の
現
状
）

す。 を
振
り
返
り
な
か
ら

H
本
の
人
口
と
開
発
に
つ
い
て
発
言
致
し
た
い
と
存
じ
ま

私
は
日
本
を
代
表
し
て

1
0
0
有
余
年
に
わ
た
る
我
か
国
の
近
代
化
の
歴
史

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会

鸞

冒

林

寛

子

111

日

本日
本
の
人
口
と
開
発

各
国
レ
ポ
—
卜

第
四
回
入
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
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規
模
に
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
都
市
の
人
口
は
急
速
に
増
大
す
る
一
方

拡
大
さ
せ
‘

若
年
労
働
力
を
中
心
に
地
方
圏
か
ら
大
都
市
圏
へ
の
人
口
移
動
を
大

す
る
高
度
経
済
成
長
が
続
ぎ

こ
れ

が

都
市
に
お
け
る
就
業
の
機
会
を
著
し
く

と
り
わ
け
、
第
二
次
冊
界
大
戦
後
に
お
き
ま
し
て
は
‘
重
化
学
工
業
を
中
心
と

1
0
0
年
あ
ま
り
の
間
で
の

H
本
の
発
展
の
歴
史
は
一
言
で
言
う
な
ら
ば
、

は
日
本
の
就
業
者
の
半
数
以

t
か
農
業
に
従
事
し
て
お
り
ま
し
た
が
六

0
年
た
っ

（
日
本
の
総
人
口
）

の
過
程
で
、

き
く
変
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

お
い
て
工
業
開
発
の
進
展
に
伴
う
労
働
力
需
要
が
高
ま
る
一
方
で
、
農
村
に
お
い

て
過
大
な
人
口
を
抱
え
て
お
り
ま
し
た
。

次
冊
界
大
戦
に
よ
る
一
時
的
な
混
乱
を
除
き
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動
が

続
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
‘

近
代
に
お
い
て
は
‘
第

即
ち
、
近
代
化
の
初
期
に
お
い
て
は
‘
都
市
に

先
に
述
べ
ま
し
た
日
本
の
工
業
化
の
過
程
で
、
国
内
に
お
け
る
人
口
分
布
も
大

（
国
内
に
お
け
る
人
口
移
動
）

が
少
な
く
、
名
人
の
多
い
高
齢
化
社
会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

入
っ
て
お
り
ま
す
。

二
―
世
紀
に
か
け
て
の
我
か
国
は

こ
れ
ま
で
に
な
く
子
供

が
国
の
人
口
で
す
が

近
年
で
は
出
生
率
か
低
下
傾
向
に
あ
り
、
人
口
安
定
期
に

0

0
年
間
で
三
倍
以

t
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
急
増
し
た
我

一
八
九

0
年
の
約
四
千
万
人
か
ら
‘
今
で
は
約
一
億
二
千
二
百
ガ
人
と

こ
の

乳
幼
児
死
亡
率
が
低
下
‘
平
均
耕
命
が
伸
び
た
こ
と
に
よ
り
ま
し
て

次

に
ヽ

日
本
の
総
人
口
で
ご
ざ
い
ま
す
が

い
ま
申
し
上
げ
た
日
本
の
近
代
化

た
今
で
は
一
割
を
下
回
る
ま
で
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

は
輪
出
の
は
と
ん
ど
か
工
業
製
品
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
‘

一
九
二

0
年
に

は
生
糸
、
海
産
物
な
ど
の
一
次
廂
品
や
そ
の
加
工
品
で
あ
り
ま
し
た
か

い
ま
で

例
え
ば
‘
貿
易
の
内
訳
に
つ
い
て
み
ま
す
と

化
の
歴
史
と
い
う
こ
と
が
出
来
ま
し
ょ
う
。

1
0
0
年
前
の
日
本
の
輸
出
品

工
業
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し
か
し

い
る
こ
と
な
ど
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

数
の
減
少
も
あ
り
ま
す
が

口
移
動
も
鎮
静
化
を
は
じ
め
ま
し
た
。

一
九
七

0
年
代
に
な
る
と
、
国
内
の
人

一
九
七
七
年
に
第
三
次

そ
の
後

し
て

こ
.

J

 

さ
ら

一
九
六
九
年
に
新
全
国
総
合
開
発
計
画
が
策
定
さ
れ
、
全
国
土
を
有

等
の
地
方
展
開
を
進
め
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
地
方
圏
に
工
業
の
開
発
拠
点
を
整
備
し
、

そ
の
実
行
に
努
め
て

で
、
農
村
人
口
は
減
少
を
示
す
よ
う
に
な
り
、

九
六

0
年
代
に
お
い
て
は
‘

都
市
に
お
け
る
過
密
の
問
題
に
加

大
都
市
圏
へ
の
人
口
の
転
入
超
過
数
が
師
年
五

0
万

一
全
総
か
ら
三
全
総
）

こ
う
し
た
地
域
間
の
人
口
移
動
に
伴
う
過
密
過
疎
問
題
や
、
所
得
面
に
お
け
る

地
域
間
の
格
差
の
問
題
に
対
し
て
、

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

お
り
ま
す
。

効
に
活
用
す
る
た
め
‘

石
油
危
機
‘

我
が
国
で
は
地
域
間
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図

全
国
総
合
開
発
計
画
を
作
成
し
‘

一
九
六
二
年
に
最
初
の
全
国
総
合
開
発
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
が
‘

ヽ

こ
れ
を
軸
と
し
て
人
口

産
業

交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
開
発
の
基
礎
的
条
件
を
整
備

開
発
可
能
性
を
全
国
土
に
拡
大
し
‘

均
衡
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

公
害
問
題
等
の
資
源
制
約
の
問
題
に
直
面
し
、
高
度
経

済
成
長
か
ら
安
定
成
長
に
移
行
し
た
こ
と
に
対
応
し
て
、

全
国
総
合
開
発
計
画
が
策
定
さ
れ
、
人
口
の
地
方
定
住
に
向
け
て
総
合
的
な
居
住

環
境
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

（
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
の
策
定
）

こ
う
し
た
開
発
施
策
の
進
展
に
よ
り
、

こ
れ
は
‘

出
生
率
の
低
下
に
よ
る
子
供
の

工
業
の
地
方
展
開
な
ど
に
よ
り
地
方
圏
の
開
発
が
進

み
、
大
都
市
圏
と
の
所
得
格
差
が
か
つ
て
の
高
度
経
済
成
長
期
に
比
べ
縮
少
し
て

一
九
八

0
年
代
に
入
り
、
国
際
化
、
情
報
化
と
い
っ
た
我
が
国
を
取

り
巻
く
経
済
社
会
の
大
き
な
変
化
の
中
で
、

東
京
圏
へ
の
高
次
都
市
機
能
の
一
極

（
地
域
開
発
施
策
の
推
進

人
程
度
に
も
達
し
ま
し
た
。

え
、
農
村
に
お
け
る
過
疎
が
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

人
口
移
動
の
激
し
か
っ
た
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る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
‘

こ
の
よ
う
な
地
域
づ
く
り
に
不
可
欠
な
‘

各
地
域
で
豊
か
な
居
住
環
境
を
整
備
し
つ
つ
、
多
様
な
産
業
を
振
興
し
、

個
性
あ

中
で
均
衡
あ
る
発
展
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
全
国

か
り
で
な
く
、
地
方
の
都
市
そ
れ
ぞ
れ
が
機
能
を
分
担
し
、
相
互
に
連
携
を
図
る

ま
す
。

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
‘
東
京
、

大
阪
、
名
古
屋
な
ど
の
大
都
市
ば

度
の
集
中
の
な
い
、
多
極
分
散
型
の
国
土
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り

起
こ
し
て
い
る
東
京
一
極
集
中
を
是
正
し
、
特
定
の
地
域
に
人
口
や
諸
機
能
の
過

の
新
し
い
計
画
で
は

二

0
0
0
年
を
目
標
年
次
と
し
て
、
様
々
な
問
題
を
引
き

応
す
る
た
め
、

昨
年
六
月
、
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ

こ
う
し
た
近
年
に
お
け
る
日
本
が
直
面
す
る
課
題
に
‘

開
発
政
策
の
面
か
ら
対

の
構
造
不
況
業
種
を
抱
え
て
い
る
地
域
や
特
定
企
業
に
依
存
し
た
地
域
の
中
に
は
‘

屑
用
の
確
保
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
産
業
構
造
の
転
換
に
起
囚
す
る
人

H
本
の
地
価
高
騰
に
つ
い
て
は
‘
皆
様
よ
く
ご
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま

面
積
で
は
日
本
の
ほ
ぼ
二
五
倍
の
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
を
上
回
る
ま
で
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

は 0
％
近
い
上
昇
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

ヽ

ち
な
み
に

日
本
の
土
地
の
価
格
の
合
計
額

京
へ
の
人
口
や
諸
機
能
の
集
中
を
反
映
し
、
東
京
の
商
業
地
の
地
価
は
平
均
で
八

す
。

昨
年
に
お
い
て
は
‘
我
が
国
の
物
価
上
昇
率
は
ほ
ば
横
ば
い
で
し
た
が
、
東

ま
た
‘

口
流
出
が
生
じ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

型
産
業
や
輸
出
依
存
型
産
業
が
不
振
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
鉄
鋼
や
造
船
な
ど

他
方

経
済
規
模
が
拡
大
し
た
こ
と
に
伴
う
東
京
の
国
際
金
融
市
場
と
し
て
の
重
要
性
の

増
大
と
、
産
業
構
造
の
急
速
な
変
化
に
伴
う
地
方
経
済
の
停
滞
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ヽ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

ロ
ン
ド
ン
と
並

地
方
圏
に
お
い
て
は
‘
急
速
な
円
高
や
産
業
構
造
の
転
換
に
よ
り
素
材

で
、
各
企
業
は
東
京
圏
へ
の
立
地
性
向
を
向
め
て
い
ま
す
。

び
、
国
際
経
済
の
枢
要
な
拠
点
の

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
変
化
の
中

た
国
際
的
情
報
拠
点
と
し
て
発
展
し
て
お
り
、

国
際
化
が
進
展
す
る
中
で
、
東
京
は
世
界
有
数
の
金
融
セ
ン
タ
ー
と
し
て
ま

集
中
と
人
口
の
再
集
中
が
生
じ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
背
景
と
し
て
は
‘

日
本
の
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雄
•
国
際
協
力
事
業
団
マ
レ
ー
シ
ア

現
地
に
到
培
し
た
一
行
は

松
崎
孝

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

以
上
、

日
本
の
開
発
と
人
口
の
動
向
に
つ
い
て
発
言
い
た
し
ま
し
た
。

ご
清
聴

に
実
行
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
、
日
本
政
府
と
し
ま
し
て
は
‘

こ
の
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
を
強
力

を
進
め
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
‘
東
京
へ
の
一
極
集
中
を
是
正
す
る
た
め
に
、

部

「
全
国
一
日
交
通
圏
」

わ
た
っ
て
進
め
る
等
を
内
容
と
す
る
‘

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
を
推
進
す
る
こ

政
府
機
関
の
移
転
再
配
置
の
推
進
な
ど
、
東
京
か
ら
の
諸
機
能
の
分
散
・
再
配
置

戸

炎

暑

の

F
E
L
D
A
を
視
察

1
 

三
月
三
日
、
日
本
国
国
会
議

一
行
は
、
早
朝
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
国

が
推
進
し
て
い
る
農
村
開
発
事
業
で

-
ヽ

あ
る
ト
ゥ
ロ
ラ
ッ
ク
ル
に
あ
る

F

E

L
D
A

（
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
土
地
開

発
公
社
）
の
職
業
訓
練
所
を
視
察
し

た
。
同
訓
練
所
は
‘
オ
イ
ル
・
パ
ー

ム
を
中
心
に
生
産
し
て
い
る
。

こ
の
日
の
日
中
の
気
温
は
三
五
度

C
-

灼
き
つ
く
よ
う
な
炎
暑
を
も
の
と
も

せ
ず
、
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
か

FELDA グヌン・ペスット 1地区を眺望する公園予定地で

の
形
成
な
ど
、
交
通
情
報
・
通
信
体
系
の
整
備
を
全
国
に

国
内
、
国
外
に
わ
た
る
人
流
、
物
流
、
情
報
流
な
ど
の
交
流
を
拡
充
す
る
た
め
の
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息~ 貞盲~：●~
景 ｀ 寅 賣 言 寅

出饒~り日~旦~呼冒;Ii
世界銀行の融夜援助により、 1955年

設立した大規校な土地開発及ぴ入植推

進に関するマレーシア政府機関。

事業内容は、 (1)耕地造成、 (2)主要作

物（ゴム、オイル，パーム等）、(3)集落

建設、 (4)入植者の選定と定稽化、 (5)開

発事業管理、 (6)信用設定、 (7)加工，販

売サービス、 (8)地域社会開発の推進等

て国家 5カ年計画の開発計画の一環と

して、農村地帯の貧困の解消~自立

農家の育成、責任ある

国民の育成、生活水準

の向上――及び農村社

会の近代化を計ること

を目標とし、活動して

いる。

なお、 1986年現在、

FELDAの生産量は、

オイル・パーム 584万

トン、ゴム12万トン、

砂梢キピ25万 2千トン、

ココア 3千トン合計

620万トンである。

FELDA(マレーシア土地開発公社）

集会所で概況説明を聞く一行

時
半
過
ぎ
、

帰
消
し
た
。

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に

グ
ー
ン

・
ベ
ス
地
区
を
視
察
‘

同
六

説
明
を
受
け
、
さ
ら
に
奥
地
に
あ
る

午
後
は
同
訓
練
所
の
活
動
概
要
の

FELDA保母養成所を視察する

日本国会議員団

に
し
た
。

じ
え
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
昼
食
を
共

い
る
日
本
青
年
協
力
隊
貝
四
人
を
ま

お
仕
は

現
地
で
指
導
に
当
っ
て

づ
く
り
“

を
熱
心
に
見
学
し
た
。

母
養
成
所
、

農
園
な
ど

資

ヽ

資

自
動
車
修
理

濱資滅

｀
 一

”
新
し
い
村

T

V
修

理

セ

ン

タ

ー

を

は

じ

め

保

事
務
所
長
の
案
内
で
、

し'''-•-賣—-―—←—久→—-←'—ー.
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3
月

28
日

3
月

4
日

3
月
2
日

2
月

29
日
1

3
月

12
日

2
月

2
6
日
ー

2
月
13
日

ー
月

29日

2
月

12
日

[
 

APDA• 

m謡「
産
業
化
・
人
口
転
換
・
家
族
変
化
」
研
究
会
開
催
。

「
ト
ル
コ
国
人
ロ
・
家
族
計
画
基
礎
調
在
」
役
務
提
供
契

約
を
国
際
協
力
事
業
団
と
締
結
。

P

・
コ
ー
ル
マ
ン
、
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
ヤ
ン
ス
大
学
人
口
問

題
情
報
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
長
と
人
口
問
題
に
関
す
る

情
報
交
換
に
つ
い
て
懇
談
。

「
ト
ル
コ
国
人
ロ
・
家
族
計
画
基
礎
調
壺
」
調
査
団
を
ト

コ
国
に
派
遣
。
（
団
貝
石
川
克
彦
、
西
川
由
比
子
）

「
第
四
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
貝
代
表

者
会
議
（
主
催

A
P
D
A
)
及
び
「
人
口
と
開
発
に
関
す

る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
運
営
委
貝
会
」
開
催
。

於
マ
レ
ー
シ
ア
国
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、
国
会
議
事
堂

会
議
場
‘
パ
ン
パ
シ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
・
ボ
ー
ル
ル
ー

ム
B
。

「
昭
和
六
十
二
年
度
日
本
船
舶
振
興
会
補
助
事
業
完
了
報

告
書
」
提
出
。

事
業
内
容
い
出
版
＂
日
本
の
人
口
と
農
業
開
発
“
（
和
文
‘

英
文
）
切
ス
ラ
イ
ド
”
日
本
の
人
口
移
動
と
経
済
発
展
“

（
日
、
英
、
中
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
）
岡
レ
ポ
ー
ト
”
ネ
パ

ー
ル
の
人
口
•
開
発
・
環
境
“
（
和
文
、
英
文
）

農
林
水
産
省
委
託
昭
和
六
|
二
年
度
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
農

村
人
口
と
農
業
開
発
に
関
す
る
調
査
」
委
託
事
業
実
績
報

告
書
を
農
林
水
産
省
経
済
局
長
に
提
出
。

昭
和
六
十
二
年
度
「
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
労
働
力
流
出
に

関
す
る
調
査
研
究
」
事
業
完
了
報
告
書
を
労
慟
省
・
雇
用

促
進
事
業
団
雇
用
職
業
総
合
研
究
所
に
提
出
。

-36 -



九 九 + JL 
七 七 七
四 四 十 三

四 I 
四 十

十 十
五 八

ヽ

ー
~ シ ァ

宣 食 衆国 ア ジ

゜ ゜
言 糧 食 際 そ 国 ‘ア

プ 人要各八書 と 世参人 官 W~· の阿佐岸会フ 人

を ロ 請国 月 署 人 界超 ロ 庁 他部藤 議イ ロ
と す政及名 ロ で党問

ヽ レ 昭 信貝 リ 事
る 食 る 府ぴ .. に 初派題 マ I 吾隆 介へ ビ情
こ 糧五に 十佐 関 の議議 ス ノぐ ヽ 日 ン視ヘ

と 問項現ー藤 す 試貝 貝 コ I 山団 本 - 叙ホ

を 題 目 実 月 る みー懇 ミ 崎長 --- 団
要解か 的の隆 宜 で 一 談 関 ↓ 

コ屯 - 派
請決 ら 且世 言 あ 九会 係 男

ヽ
遣

し の成つ 界
b る 名

6 

等 ィ ‘田 、-、

た 為 る 果 人 ゜ で設 テ 加 中 イ
-旦~- ゜敢 ロ 国 発立 イ 藤龍 ン

言 国 な へ連 足＾ ン シ 夫 ド
文連 諸食 於式 ° ム本 グ ズ
゜ に 政糧 ．． 典 長 ス 工八 夕

リ 策会 国 " ‘田 イ
I を 議 連 岸 花 貞
ダ 採に 本 村 義 イ
I る 先 部 信 仁 ン

シ よ li ＇ ヽ 介 八 ド
ツ ？ ち ・-・ 郎 ネ

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人

n． 
開
発
協
会
発
足
並
び
に
議
員
括
動
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九九 九 八 九
七 七 七

三七 四 十 四

I 九

十九 十
I 

八
八 ＝ 
ヽ

十

ジ 中 7 7 。 顧 国 ル南 参 I 堂斉 第

を 先 u 大問吉安岸会 ‘米 加 p 森藤

結進 N 来 団 寺 係 議ア 家 国 u 芳 邦 回
成国 F 佐＾ 子 信 貝 メ 族 .. 列 夫吉
さ に p 武十宏藤介へ リ 計 提 ゴ佐六国

ヽ
国、一、

せ も A 郎 六 ‘吉へ八 力 画 唱 食 藤 十議 柏 刀じ 際

る
、一

‘名 他 ‘団名 ‘視 ゜糧 五会 原 厚 人

ベ途名 花- 和長-力 察 と 隆 力 同 ヤ生 ロ
く 上 ‘村 田 - ナ 団 人 代 国盟 ス 大 会

‘国事仁 耕
ヽ

ダへ ロ 議 L云、 ‘臣 隠
各に 務八 作佐

ヽ メ 問士 議 中-

国 も 局郎 ‘藤 ~ 題
L 

沢
ヽ

立 ‘五 阿 シ L 伊八

法人名 他 部隆 コ ラ 双-"- 田

府 ロ 昭
ヽ

イ 子 貞- 、一、

議問 吾住 コ ス 於 義総於

貝 題 ロ ．． 他 ‘ 勢 .. 
に 議 福栄 ン 9ゞ 東 佐 プ

呼貝 岡作 ビ ン 藤肌I 力

び グ 義
ヽ

ア ク 五 レ
か Iレ 双立 構 隆〇 ス
け I プ 和Eヽ

ー凩・→ 'O  卜
た プ ラ を -~- 人-
。
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、一、
九 十 九 三九

十二 七九七 七 七
几 十 八 ニ八 七， 

十 五ノ‘

I 八
I 

十
＝ 十

I 十 十
七 ＝ 
ヽ

十 -ヽ・

7 7 ぅ

日 I 日 I 

゜゚
参 人

゜ ゜
日 参 人

゜
本 p 

゜
本 p 予運 加 ロ 国議 一 本加 ロ

ゴ fttll

゜
開側

゜
算営 国 と 際 貝 九側 国 と

宣 参 p 催参 p 委 .. 開 議へ七 .. " 開
言加 国 国加 国 貝 四 メ 米 発 貝 の 七 佐 日 発
L 

者 際 ‘者 際 メ 十 キ 列 会呼年 藤 先
の ．． ム工

゜
" 会 ン 名 シ 英 I 国 議 び九 米 進

草佐 議 主佐 議 ノゞ - コ 第 国 の か 月 隆
ヽ

国
案藤 準 催藤 準 I ‘加 L云~ 開 け の ‘ 英 A 云

作 備 機 備 国 日 プ ‘ 議 催 ゜中 和 へ議
成隆 委 関隆 委 ‘本 ラ西 回 貝 に 南 田 加 ロ L 

ヽ
貝

ヽ 貝

゜
ジ 独 国 ヘ つ 米 耕

ヽ ンヘ

゜
他 L云, 

゜
他 L" ヽ 参十 Iレ , I し、 視作西 ド

＾ 云

L 
議

L 

加名 ィ 際 p 察 ‘ 独 ンて
議 題 国- コ ン ムエ o 討 に 土へ~ へへ

ド 議 p規 ＾第 etc 於 第 ロ 議 り1 井五 ポ

-疋 於三
ヽ ．． 。 ン 、準-

゜ 続 た 力 ン
ス 備 東．． 回 に チ 回 議 ビ き か 国

ヽ

゜
メ ヽ っ ュ ヽ 事 ァ リ会京 各子 ．． ベ

El キ し、 日 ヘ
フー 議 ムュ 国 十 Iレ

程 シ て ジ 程 九 ン I 議 jL - リ
" etc コ ァ ヵ ヵ し

法 名 ン
ヽ 、~·

国 府 、-
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九 九 八 几
八 七

十

゜
九

I I・ 
_ノ,‘_ 

I・ 九 九 i 八

',' 

ヽ

ゴ ゴ

日 参 会資 cl 参 I 

゜
本 加 議源 森 本 加 p 

開 日 側 国し ロ え 人 側 国

゜催本 .. ．． 人 ヽ
ン る ロ ．． '' p 

を は 佐 ピ シ 口 が ョ ヽ ＇，ボ に 問 柏 岸 総 他 六 国
提 オ 藤 ン ン

ヽ

開 I の コ で 到題原 勢 ‘十 際
案ブ ガ 開 九 九 か ロ 宜 ロ 開 つ議ヤ信 国 四 会
゜ザ隆 イ ポ 発 八 八 れ ツ 言 ン 催 た 貝 ス 介五連 力 議

合 I ン I に た ノゞ に ポ ° の グ ‘五 各国し

意バ住 ド ）レ 関 年 年 ゜ よ 宜 で ）レ 佐〇 機
を I ネ す 十 十 ア り 言 I 藤名 関
取 と 栄 シ マへ る 二十 七 ジ ‘“ u プ ヽ

付 し 作ア レ 於 ア 月 月 月 月 ア 一採 N 隆 I 
け て I .. セ の 九択 F 結

ヽ p ヘ

た 参井五 シ ク ア 、一、 ャ プに 仏 中於 ケ 各 八 p 成 石 p 、-,

゜加 上 力 ア ア ン 予 ネ ラ 於 ‘国 て 二 大一 A 国 本 F' 於
を 皿 国 ラ 国 ~ 疋 イ ジ て ス の ヤ 陸年 に 等 " 口

し 方- 夕 ル会 ヽ ロ Iレ 卜 北 の で 慟十 茂 ス
イ ン 議 に の ラ 凩 ナ の ア き 五 1) 

北
‘プ貝 於 リ ス に イ 人 フ か 力 中 ラ

凩
フ I 代 て オ プ於 ロ ロ リ け 国 村 ンLヰ、
ィ ル表 デ I て ビ 会 力 を 戸ロ女： 力

議
リ -者 ン"' Iレ に 議

ヽ
コ 超 ヽ

ヽ
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六九 九 九 九
八 八 八 八

十一

゜九
＝ + I ， 

" 
十 十

" 

7 佐 第 7 7 

日 参第 人 ア 藤 参一人 佐 日 人
本 加二 ロ

゜
ド

゜
加 回 ロ

゜
藤 ロ

側 国 回 と を 地ーバ隆 政 国運 と 開 中 と.. " 運開 任域九 イ 代 治 ．． 営開 催隆 打開
土佐他 日 営発 務 I 七ザ議 ヽ マ 日 委発 地 ‘合発
井藤 本委に と p 九 I 士 イ レ 本貝 に 北井会に
た u ‘貝 関 す

゜
年契

I 
デ I ‘会関 京上 関

か隆 N 中会す る p 八約 オ シ 中 す へ並ロ す
子 F 国 る 0 h云、月 締国 ロ ア 国 る の方 る

住 p ア 議 の 結 連 ギ ア 正 ア
他 A イ ジ の

” 
開 I ィ ジ 式 ジ

五栄 ン ア 開 コ 発 の ン ア な ア
名作 ド 国 催 ロ 計 問 ド 国 可 国

ヽ
会 と ン 画 題 ム云 能 会

ス 議 そ ポ ,'、 の ス 議 性 議
リ -貝 の宣 u 除 リ ＾貝 打 へ 貝
ラ 於会 フ 言 N 外 ラ於会 ニニ'八"' 9 於 会
ン " 議 才“ D に ン ．． 議 ．． 議
ヵ 北し ロ に p つ 力 束し 北 L

I 基 ヽ し、 ヽ

アづ と て
凩 ツ ＜ 凩 凩---

プ
ヽ ・-・ ヽ
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一
九
八
一
・

(
+
•
二
十
七
i
三
十
）

十

21 

阿

部

昭

吾
（
衆
・
社
民
連
）

20 

山

口

敏

夫

19 

杓

谷

道

才

、

18 

和

田

耕

作
（
衆
・
民
社
）

17 

矢

追

秀

彦

事

務

局

（
参
・
民
社
）

（
衆
•
新
自
）

秘
書
数
名

同
時
通
訳
者

＂ 

16 

柏

原

ヤ

ス

15 

有

島

重

14 

片

山

甚

夫
（
衆
•
自
）

茂
（
参
•
自
）

方
（
衆
・
社
）

市
（
参
・
社
）

武
（
衆
•
公
）

（
参
•
公
）

13 

川

本

敏

美

＂ 

12 
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